
市
で
は
、
乳
幼
児
、
小
・
中
学
生

を
対
象
に
予
防
接
種
を
行

っ
て
い
ま

す
が
、
業
務
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、

小
'
引
の
シ
」
わ
D
内
F

エj
防
間
体
恢
ほ
樫
情
倒
防
附
#
白
争
、
ぢ
が

日
時
:
・
三
月
三
白
川
、
四
日

ω、

五
日
制
、
七
日
倒
。

い
ず
れ
も
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
。

E
E
ゐ
且
峰
山

。
士
二
日
間
門
同
住
院
は

億
五
千
五
百
七
十
四
万
円
と
あ
る
の

は
、
三
十
億
九
千
二
百
九
十
三
万
円

の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
わ
び

ーし

+zwふ
4
1

。

ヒ旧市
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毎月 1日・ 16日発行

え7 広報

1月中旬から 2月中旬にかけて、菅平で主に小学校の 5・6年生を対象にスキー教室が聞かれま

した。はじめての児童も多く、指導員から細かい技術指導を受けながら、みんなは楽し そう に滑っ

ていました。

上回思

国鉄上回

用掲示十反「干

設置場所・..

賞用料金"

申込方j去1 ・.

~λ 

市民の動き

( 2月1日現在)

(ー25)

(ー 10)

(一 15) 

(-22) 

116，823人

57.003人

59.820人

36，616世帯

)内は前月比てす

*念人口

男

女

世情数

な内容

3月定例市議会・・・・・・ー・・・・・・・・・・ ・ー・・・・・・ーー・・・ ......•.•.. 2~9 ページ
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61年交通事故防止の運動計画決定...........................11ページ

児童手当制度が改正されます・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・12ページ
福祉手当制度が改正・・・・・・-ーー・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・ー...............13ページ
国保財政健全化に御協力を-ーー・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・14・15ページ
お知らせ・・・・・・・・・・・・・・ーー・・・・・ー・・・・・・ . ..... . .. .... . ........... 16~18ページ

肖二少年ホームの教養講座に御参加を・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・ ..19ページ
おく やみ ・・・・・ー・・・・・ー・・・・・ー・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・ー・・・ー・・・・・ー・・・ーー....20ページ
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だ 昭和61年 3月1日一一一 (2)ーえつ広報

3月定例市議会

継続事業など中心の骨格予算~1年度
?算案

肉づけは6月定例市議会で

3月定例市議会が、 2月19日から始まりま i

した。今回の市議会は、 3月7日までの17日 :

聞の会期で開かれる予定で、上田市別所温泉 :

センターを設置する「上田市別所温泉センター :

条例制定案」、「昭和61年度上田市一般会計予 i

i算案」など31議案が提案、審議されています。

今
議
会
は
、
私
に
と
り
ま
し
て
任

期
最
後
の
定
例
会
と
な
る
わ
け
で
す

が
、
こ
の
席
を
お
借
り
し
ま
し
て

今
ま
で
進
め
て
き
ま
し
た
第
一
次
長

期
基
本
構
想
に
基
づ
く
計
画
行
政
の

成
果
と
、
私
が
就
任
し
て
以
来
公
約

し
て
き
ま
し
た
諸
施
策
の
推
進
に
つ

い
て
申
し
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
議
会
は
、
市
長
選
挙
と

い
う
こ
と
か
ら
予
算
の
編
成
に
つ
い

て
も
特
別
な
も
の
を
除
い
て
は
骨
格

予
算
と
し
、
国
の
補
助
負
担
率
の
引

き
下
げ
な
ど
厳
し
い
財
政
事
情
に
対

し
て
は
、

地
方
財
政
計
画
の
う
え
で

た
ば
こ
消
費
税
の
税
率
ア

y
プ、

地

方
交
付
税
の
特
別
加
算
、
建
設
地
方

債
の
増
発
な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
、
な

お
か
つ
福
祉
の
後
退
の
な
い
よ
う
配

慮
し
て
編
成
し
ま
し
た
。
新
年
度
事

業
全
般
に
わ
た
っ
て
述
べ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
市
政
の
推
進
に
係

る
主
な
も
の
に
つ
い
て
述
べ
き
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

関
越
道
上
越
線

佐
久
・
更
埴
聞
が

整
備
計
画
路
線
に

第
一
に
都
市
基
盤
の
整
備
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

道
路
網
の
整
備
は
、
市
政
に
と
っ

て
大
き
な
課
題
で
す
。
関
越
自
動
車

道
上
越
線
の
建
設
は
、
地
域
の
経
済

基
盤
の
確
立
の
た
め
市
民
が
等
し
く

期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

遅
れ
て
い
る
交
通
網
整
備
の
重
要
な

事
業
と
し
て
、
昭
和
四
十
七
年
の
基

本
計
画
決
定
以
来
、
市
議
会
を
は
じ

め
関
係
機
関
、
関
係
地
域
の
皆
様
の

た
い
へ
ん
な
御
配
意
を
い
た
だ
き
、

建
設
促
進
を
図
る
よ
う
強
力
な
要
請

を
し
て
き
ま
し
た
五
る
一
片
二
十
一

日
開
催
さ
れ
た
「
国
土
開
発
幹
線
自

批
判
苗
ヤ
活
岨
協
定
孔
以
窓
俗
説
明
ム
玄
」
ト
」

h

ね
い却、、

ル
の
坐
備
計
画
路
線
格
上
げ
が
決
定

さ
れ
、
同
日
付
で
日
本
道
路
公
団
に

対
し
て
調
査
指
示
が
出
き
れ
ま
し
た
。

今
後
、
建
設
省
、
道
路
公
団
に
対
し
、

お
の
お
の
手
続
き
作
業
が
早
期
に
さ

れ
る
と
と
も
に
、
通
過
予
定
沿
線
地

域
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
一
日
も
早
い
営
業

開
始
に
向
け
て
建
設
促
進
の
運
動
を

さ
ら
に
強
力
に
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
の
着
工

よ
う
や
く
具
体
化
に

北
陸
新
幹
線
の
上
田
駅
建
設
は
、

北
陸
新
幹
線
上
田
駅
誘
致
期
成
同
盟

会
を
中
心
と
し
た
長
年
に
わ
た
る
強

力
な
駅
誘
致
運
動
が
実
り
、
昭
和
五

十
七
年
十
二
月
に
公
表
さ
れ
た
ア
セ

ス
案
に
よ
り
現
国
鉄
上
田
駅
に
併
設

さ
れ
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
、
そ
の
後
、

昨
年
十
二
月
二
十
五
日
に
日
本
鉄
道

建
設
公
団
か
ら
運
輸
省
に
工
事
実
施

計
画
認
可
申
請
が
提
出
さ
れ
、
懸
案

と
な

っ
て
い
た
北
陸
新
幹
線
の
着
工

も
よ
う
や
く
具
体
化
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
事
実
上
の
着
工
と
み
ら
れ
る
長

野
市
の
国
鉄
長
野
駅
舎
改
良
工
事
も

具
体
的
な
協
議
が
き
れ
て
お
り
、
そ

明
リ
主
官
工
が
早
川
、
い

L
、
F
f
-へ
り
孔

t
T



戸第 954号

61年度
予算案

第 954号~

歳 入 歳 出
岡両剛司崎町・・-・

科 目 61年度 j構成比 60年度 前年対比 ヰ斗 目 61年度 j構成比 60年度 一~ -前l加9年6月比8 1 1市 税 11，681，976: 63.2 10，936，923 106.8 1議会費 256，873: 1.4 254，811 

2地方譲与税 227.000 : 1.2 220，000 103.2 2総務費 2，211，216: 12.0 2，300，987 

3自動車取得税 168，000: 0.9 154.000 109.1 3民生費 4，139，557: 22.4 3，953，413 104.7 
4地方交付税 930，000 : 5.0 1，260，000 73.8 4衛生費 1，156，702 : 6.2 1，365，234 一84.7 
5交通安全交付金 17，000 : 0.1 17，000 100.0 5労働費 263，610: 1.4 262，163 100.6 

6分担金負担金 535，209 : 2.9 579，367 92.4 6農林水産業費 1，492，437: 8.1 1，625，267 一91.8 
7使用料手数料 318，150 : 1.7 292，116 108.9 7商工費 1，821，631 : 9.8 1，644，689 110.8 

8 国庫支出金 1，485，159 : 8.0 1. 596.231 93.0 8土木費 2，221，271: 12.0 2，650，022 83.8 

9 県支出金 758，405: 4.1 846，896 89.6 9消防費 683，633 : 3.7 640，949 106.7 

10財産収入 135，728: 0.8 112，816 120.3 10教育費 2，022，065: 10.9 2，047，528 98.8 

11寄附金 3，872 : 0.0 18，863 20.5 11災害復旧費 12，362 : 0.1 。。。
12繰入金 792 : 0.0 100，564 0.8 12公債費 2，186，786: 11.8 2，042，847 107.0 

13繰越金 250，000 : 1.4 250，000 100.0 13予備費 30，000 : 0.2 30，000 100.0 

14諸収入 1，668，852 : 9.0 1，433，934 116.4 歳出合計 18，498，143: 100.0 18，817，910 98.3 

15市 {責 318，000: 1.7 999，200 31.8 

歳入合計 18，498，143: 100.0 18，817，910 98.3 

昭和61年度一般会計当初予算(案)

だえ一 (3)一一一昭和61年 3月1日 広報う

着
工
ま
で
に
は
国
鉄
分
割
、
民
営

計
画
、
財
源
問
題
、
建
設
主
体
の

編
成
な
ど
数
多
く
の
難
聞
が
あ
り

く
の
曲
折
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

過
予
定
沿
線
の
関
係
地
域
の
皆
様

御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
な

ら
、
精
力
的
に
建
設
促
進
の
運
動

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

上
回
バ
イ
パ
ス
全
線
で

建
設
工
事
進
む
見
通
し

上
田
バ
イ
パ
ス
は
、
昭
和
四
十
六

を
し
て
き
ま
し
た
。
去
る
一
月
二
十
一

日
開
催
さ
れ
た
「
国
土
開
発
幹
線
自

動
車
道
建
設
審
議
会
L

に
お
い
て
、

佐
久
・
更
愉
世
間
四
十
七
キ
ー
ロ
メ
1
1
卜

年
都
市
計
画
道
路
と
し
て
計
画
決
定

さ
れ
、
建
設
省
直
轄
に
よ
る
国
道
-

八
号
線
バ
イ
パ
ス
と
し
て
、
上
塩
尻
地

区
か
ら
昭
和
四
十
八
年
調
査
開
始
、

昭
和
五
十
二
年
か
ら
用
地
買
収
に
入

り
五
十
五
年
か
ら
工
事
に
着
手
し
て

き
ま
し
た
。
一

部
地
域
で
の
用
地
交

渉
が
難
航
し
て
い
ま
し
た
が
、
よ
う

や
く
地
権
者
の
皆
様
の
御
理
解
、
御

協
力
が
得
ら
れ
、
六
十
年
度
末
に
は

ほ
ぼ
買
収
が
完
了
す
る
見
通
し
と
な

り
ま
し
た
。

建
設
工
事
は
、

昭
和
五
十
五
年
度

区 分 61年度 60年度 前年対比
，; 

骨量 t3L 三 計 18，498，143 18，817，910 98.3 

1土地取得事業 202，761 250，000 81.1 

2塩固有線放送電話事業 49，455 46，999 105.2 
特
3国民健康保険事業 3，946，690 3，939，480 100.2 

71iJ 4交通災害共済事業 29，279 27，065 108.2 

IE: 5福祉事業センタ一事業 140，585 132，328 106.2 

業 6産 院 事 業 241，787 230，345 105.0 

f.-7老人保健事業 3，704，085 3，377，927 109.7 

8同新和地築資区住金宅等貸付事業 470，807 389，727 120.8 
計
9公共下水道事業 1，391，245 1，463，572 95.1 

ム口、 計 10，176，694 9，857，443 103.2 

昭和61年度当初予算(案)

t
p
Q
'
b
 

野
市
の
国
鉄
長
野
駅
舎
改
良
工
事
も

具
体
的
な
協
議
か
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
着
工
が
近
い
と
考
、
之
島
勺
れ
ま
す
。

し
か
し
な
か
ら
、
北
陸
新
幹
線
の
本

上
塩
尻
か
ら
始
ま
り
、
六
十
年
度
に

は
延
長
二
百
四
十
メ
ー
ト

ル
の
蛇
沢

僑
の
下
部
工
、
秋
和
僑
、
黄
金
沢
僑

な
ど
を
施
工
中
て
あ
り
、
広
域
農
道

と
国
道
一
四
四
号
線
の
聞
は
暫
定
二

車
線
で
完
成
し
、
供
用
開
始
が
で
き

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
工
事
促
進

の
た
め
建
設
工
事
国
債
を
導
入
し
全

線
に
わ
た
り
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ

る
見
通
し
と
な
り
、
供
用
開
始
の
目

途
が
つ
き
ま
し
た
。

上
回
・
篠
ノ
井
バ
イ
パ
ス
の

早
期
建
設
促
進
を

上
田
バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
あ
わ
せ

て
上
田
駅
大
星
線
の
早
急
な
整
備
が

望
ま
れ
て
お
り
、
き
ら
に
地
元
関
係

者
の
皆
様
の
協
力
を
得
る
と
と
も
に

事
業
費
の
大
幅
増
額
を
国
に
働
き
か

け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
上
田
・
篠

ノ
井
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
上
田
・

戸
倉
間
十
六
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

一
日
も
早
い
都
市
計
画
決
定
と
、
上

田
・
篠
ノ
井
聞
の
早
期
建
設
促
進
を

関
係
町
村
と
も
ど
も
国
に
働
き
か
け

て
い
き
た
い
と
考
、
え
て
い
ま
す
。

千
曲
川
左
岸
地
域
の
半
過
か
ら
東

塩
固
め
林
間
工
業
団
地
を
通
り
丸
子

町
、
北
御
牧
村
を
経
て
小
諸
市
に
至

る
千
曲
川
左
岸
広
域
農
道
計
画
は
、

農
業
の
振
興
と
地
域
の
発
展
を
図
り



だ 昭和61年 3月1日一一 (4)一
た
い
と
し
て
、
現
紅
関
係
市
町
村
で

左
岸
広
域
営
民
団
地
特
備
事
業
計
画

を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
上

田
市
と
し
て
も
、
早
期
に
着
工
が
図

ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き
た
い

と
々
え
て
い
ま
す
。

境
ト
れ
、
大
屋
上
堀
川
時
の
岩
下
地
区

で
は
、
団
体
営
に
よ
る
小
規
脱
排
水

対
策
特
別
事
業
の
ほ
場
幣
備
事
業
を

実
施
し
て
お
り
、
延
長
一
千
四
十
メ

ー
ト
ル
の
幹
線
道
路
が
完
成
し
ま
す

の
で
、
旧
道
の
バ
イ
パ
ス
と
な
り
交

通
渋
滞
の
解
消
に
役
立
つ
も
の
と
思

い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
主
要
道
路
の

整
備
も
着
々
と
進
ん
で
お
り
、
さ
ら

えつ広報

り
な
が
ら
、
市
の
発
展
を
考
慮
し
た

会
理
的
な
土
地
利
用
計
画
を
進
め
た

い
と
考
、
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
都
市
計
画
区
域
全
体
に
わ

に
多
く
の
生
活
道
路
の
軒
備
に
つ
い

て
も
、
そ
の
促
進
を
図

っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

上
田
丸
子
線
の

鈴
子
・平
井
寺
問

本
工
事
進
む

ーンらの平
ネれ御井主
七ルて協寺要
キをい力問地
ロ含まがは方
メむす得、 1阜
| 有 。ら地上
卜料まれ元田
ル省た本地丸
め露、工権主

に供用開始が予定されてい る広域農道と国道144号室EZ棄ま2
(230メートル)の上田パイハス 工問寺進皆豆

事約トめ様 t

て
い
ま
す

テ
レ
ト
ピ
ア
構
想

も
、
長
野
県
道
路
公
社
に
よ
り
昭
和

六
十
四
年
四
月
営
業
開
始
の
予
定
で

そ
の
促
進
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
道
上
田
稲
荷
山
総
対

M
橋
の
架

橋
に
つ
い
て
は
、
県
の
御
配
慮
と
地

元
地
権
者
の
皆
様
の
御
協
力
に
よ

っ

て
、
昭
和
六
十
年
度
か
ら
積
工
さ
れ

早
期
完
成
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

県
道
下
原
大
屋
停
車
場
線
の
下
吉

田
地
区
に
つ
い
て
は
、
県
道
の
バ
イ

パ
ス
設
置
と
し
て
地
元
の
協
力
が
得

ら
れ
、
団
体
営
土
地
改
良
総
合
幣
備

事
業
の
中
で
建
設
で
き
る
こ
と
と
な

り
、
昭
和
六
十
年
度
か
ら
用
地
買
収

に
入
り
年
次
的
に
進
め
て
も
ら
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

秋
和
上
堀
線

引
年
度
中
に
全
線
開
通

小
牧
怖
の
取
付
道
路
の
小
牧
川
辺

町
線
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
六

ケ
村
用
水
路
の
改
修
に
あ
わ
せ
て
着

工
し
、
五
十
八
年
度
か
ら
は
小
牧
橋
、

国
道
一
八
号
線
の
聞
を
交
通
渋
滞
対

策
道
路
整
備
事
業
と
し
て
と
も
に
完

成
し
、
長
い
間
待
た
れ
た
交
通
渋
滞

の
緩
和
と
地
域
の
発
展
に
大
き
く
寄

与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

丸
子
町
か
ら
小
牧
僑
に
通
ず
る
左
岸

ゆ
迫
助
附
中
巾
世
氾
a小
品
川
抗
出
ヤ

~ι
弘
木
帥
怖
の
崎
川
明
肉
民

γ
ム

一
次
指
定
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

六
十
年
度
は
上
田
市
、
丸
子
町
、
東

部
町
、
坂
城
町
の
一
市
三
町
に
申
請

地

域

を

広

げ

、

と

し

て

の

で
き
る
予
定
で
努
力
中
で
す
。

東
塩
田
林
間
工
業
団
地
の
取
付
道

路
で
あ
る
塩
田
四
号
線
の
改
良
工
事

は
、
昭
和
六
十
年
度
か
ら
延
長
一
千

二
百
二
十
二
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
七
メ

ー
ト
ル
、
事
業
町
一
億
四
千
五
百
万

円
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

秋
和
上
堀
川
棚
の
改
良
工
事
は
、
昭

和
四
十
三
年
か
ら
着
工
し
て
、
た
い

へ
ん
長
い
間
難
航
し
て
い
た
土
地
買

収
も
よ
う
や
く
目
途
が
つ
き
、
六
十

一
年
度
中
に
全
線
開
通
の
見
通
し
で

す
。交

通
渋
滞
解
消
運
動

御
協
力
に
感
謝

交
通
渋
滞
の
解
消
に
つ
い
て
は
、

昭
和
五
十
七
年
六
月
に
県
が
行
っ
た

調
査
で
は
、
県
下
二
十
か
所
の
渋
滞

筒
所
の
う
ち
上
田
で
は
国
道
を
中
心

に
三
か
所
の
渋
滞
箇
所
を
占
め
て
い

ま
す
。

こ
れ
と
前
後
し
て
、
市
で
も

職
員
で
構
成
す
る
交
通
渋
滞
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

l
ム
に
よ
る
渋
滞
の

状
況
調
査
を
し
、
ま
た
上
小
地
域
交

通
問
題
懇
話
会
の
協
力
を
得
て
上
田

市
交
通
渋
滞
対
策
会
議
に
よ
っ
て
、

公
共
交
通
機
関
の
利
用
、
二
輪
車
利

用
、
時
差
出
勤
、
ノ
ー
カ
|
テ
ー
の

四
つ
の
方
法
を
柱
に
、
五
十
八
年
四

ま
ず
、
公
害
の
防
止
は
、
市
民
の

生
命
と
健
康
に
直
接
影
響
す
る
好
ま

し
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
上

田
市
は
比
較
的
公
害
の
少
な
い
都
市

し
ま
し
た
。

市
職
民
の
時
差
出
勤
も
こ
れ
に
先

が
け
て
実
摘
す
る
一
方
、
市
内
の
事

業
所
に
も
協
力
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
運
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

県
か
ら
小
牧
橋
関
連
の
道
路
に
つ
い

て
交
通
渋
滞
対
策
道
路
特
備
特
別
事

業
の
多
制
の
補
助
金
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
丸
チ
町
か
ら
小
牧

に
通
ず
る
道
路
改
良
を
は
じ
め
、
川

原
柳
交
差
点
の
改
良
な
ど
に
よ
り
渋

滞
解
消
の
効
果
が
で
る
も
の
と
考
、
え

て
い
ま
す
。
毎
年
六
月
に
行
っ
て
い

る
交
通
状
況
調
布
を
み
て
も
、
所
要

時
間
、
マ
イ
カ
ー
の
交
通
量
と
も
に

良
い
結
果
が
で
て
お
り
、
こ
の
運
動

に
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
た
ま
も
の

と
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

土
地
利
用
計
画
を

見
直
し

土
地
利
用
計
画
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
六
十
一
年
度
に
県
の
見
直
し

が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
上
田

市
に
お
い
て
も
高
速
交
通
網
の
整
備
、

商
庖
街
の
活
性
化
、
農
業
基
盤
の
確

保
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
建
設
な
ど
地
域

の
特
性
を
考
、
え
な
が
ら
社
会
状
況
の

変
化
に
対
応
し
た
適
正
な
土
地
利
用

品
、
図
る
た
め
、
都
市
斗
川
崎

η
用
途
地

ど
の
反
面
、
栄
華
の
取
り
過
，
き
や
運

動
不
足
に
伴
う
高
血
圧
、
心
臓
疾
患
、

糖
尿
病
な
ど
市
民
一
人
-
人
の
健
康

管
理
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
ま



用
、
二
輪
車
利

用
、
時
差
出
動
、
ノ
ー
ヵ

l
テ
ー
の

四
つ
め
方
法
を
柱
に
、
五
十
八
年
四

日
川
か
・
句
か
土
趨
降
、
場
市
首
昨
仙
明
清
見
詰
鮎
判
。
岳
、
胸
間
払
町

第 954号ー

リ
な
か
ら
、
市
め
発
展
を
考
慮
し
た

合
理
的
な
土
地
利
用
計
画
を
進
め
た

い
と
考
、
え
て
い
ま
す
。

現
住
、
都
市
計
画
区
域
全
体
に
わ

た
り
現
況
お
よ
ひ
将
来
の
見
通
し
に

つ
い
て
調
査
を
行
い
、
見
直
し
の
基

礎
資
料
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
振
興
地
域
の
見
直
し
に

つ
い
て
も
説
明
会
、
現
地
調
査
な
ど

を
行
い
、
農
政
推
進
協
議
会
な
ど
で

審
議
を
し
て
い
る
段
階
で
、
六
十
二

年
三
月
決
定
を
目
途
に
作
業
を
進
め

情
報
化
社
会
へ
の
対
応
と
し
て
、

五
十
八
年
に
郵
政
省
で
発
表
し
た
テ

レ
ト
ピ
ア
構
想
に
い
ち
早
く
手
を
挙

げ
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
推
進
会
議
を
設

け
、
地
域
の
活
性
化
と
発
展
に
結
び

つ
け
る
情
報
化
へ
の
取
り
組
み
を
強

め
て
き
ま
し
た
。
五
十
九
年
度
の
第

て
い
ま
す

テ
レ
卜
ピ
ア
構
想

上
田
地
域
の
指
定
有
力

だえー (5)一一一昭和61年 3月1日 広報う

宇
品

丸
子
町
か
ら
小
牧
情
に
通
ず
る
左
岸

道
路
市
道
小
牧
中
之
条
線
の
改
良
工

事
t
u
進
み
、

A
1
年
の
四
日
け
に
は
問
問
通

一
次
指
定
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

六
十
年
度
は
上
田
市
、
丸
子
町
、
東

部
町
、
坂
城
町
の
一
市
三
町
に
申
請

地
域
を
広
げ
、
上
田
地
域
と
し
て
の

指
定
が
有
力
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
自
治
会
の
お
%
に

自
主
防
災
隊
が

61年度中の全線開通を目指して工事が進む秋和上堀線

当
地
域
の
消
防
、
救
急
活
動
は
、

広
域
的
な
見
地
か
ら
消
防
本
部
を
軸

と
し
た
上
小
一
円
の
活
動
体
制
と
な

っ
て
お
り
、
消
防
力
の
強
化
と
組
織

の
一
体
化
な
ど
に
努
力
を
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
市
民
生
活
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
消
防
機
関
め
充
実

は
も
と
よ
り
、
自
治
会
を
中
心
と
し

た
自
主
防
災
組
織
、
婦
人
消
防
隊
、

職
場
に
お
け
る
自
衛
防
災
組
織
な
ど

地
域
ぐ
る
み
、
職
場
ぐ
る
み
の
防
災

体
制
が
必
要
で
す
。
消
防
部
の
組
織

づ
く
り
に
よ
っ
て
、
自
治
会
単
位
の

自
主
防
災
隊
は
全
自
治
会
の
八
八
パ

ー
セ
ン
ト
の
百
三
十
六
隊
と
な
り
、
婦

人
消
防
隊
は
十
隊
、
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
は
六
ク
ラ
ブ
を
数
、
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
こ
れ
ら
の
育
成
強
化
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

家
庭
排
水
浄
化
セ
ン
タ
ー

第
二
に
、
生
活
環
境
の
整
備
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
公
害
の
防
止
は
、
市
民
の

生
命
と
健
康
に
直
接
影
響
す
る
好
ま

し
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
上

田
市
は
比
較
的
公
害
の
少
な
い
都
市

と
い
わ
れ
な
が
ら
も
、
河
川
の
汚
濁

防
止
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。
生
活

排
水
に
よ
る
河
川
の
汚
濁
が
大
き
な

社
会
問
題
と
な
る
中
で
、
市
で
は
、

家
庭
排
水
簡
易
浄
化
槽
の
設
置
を
各

家
庭
に
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

昨
年
の
十
月
に
は
、
こ
の
浄
化
槽
の

汚
水
を
収
集
し
処
理
す
る
施
設
と
し

て
、
厚
生
省
の
補
助
事
業
第
一
号
の

家
庭
排
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

上
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ご
み
焼
却
施
設
の
改
築
は
長
年
の

懸
案
で
し
た
が
、
よ
う
や
く
昨
年
の

十
一
月
に
上
回
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー

が
完
成
し
ま
し
た
。
百
ト
ン
炉
二
基

で
一
日
二
百
ト
ン
の
処
理
能
力
を
備

え
た
焼
却
施
設
が
い
よ
い
よ
本
格
稼

動
に
入

っ
て
い
ま
す
が
、
公
害
の
な

い
運
転
管
理
に
万
全
を
期
す
よ
う
い

っ
そ
う
の
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

ガ
ン
予
防
対
策
に

万
全
を
期
す

健
康
の
面
に
つ
い
て
は
、
平
均
寿

命
の
伸
長
や
青
少
年
の
体
位
向
上
な

の
特
性
を
与
え
な
が
ら
社
会
状
侃
の

変
化
に
対
応
し
た
適
正
な
土
地
利
用

を
図
る
た
め
、
都
市
計
画
め
用
途
地

域
ー
と
島
町
也
宅
住
岨
担
べ
仙
叱
怯
m
n
L
二
り
調
咽
怯
芯
一
卒
、
何
凶
叫

ど
の
反
面
、
栄
養
の
取
り
過
韮
、
や
運

動
不
足
に
伴
う
高
血
圧
、
心
臓
疾
患
、

糖
尿
病
な
ど
市
民
-
人
-
人
の
健
康

管
理
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
「
治
療
に
勝
る
予
防
」
と
い
う

公
衆
衛
生
の
基
本
に
基
づ
い
て
従
来

か
ら
実
施
し
て
い
た
胃
ガ
ン
、
子
宮

ガ
ン
、
乳
房
の
各
検
診
に
加
、え
て
、

五
十
九
年
度
か
ら
肺
ガ
ン
お
よ
び
大

腸
の
検
診
を
他
市
に
先
が
け
て
取
り

入
れ
、
予
防
対
策
に
万
全
を
期
し
て

き
ま
し
た
。
成
人
病
め
中
で
も
死
亡

率
一
位
を
占
め
る
ガ
ン
予
防
対
策
と

し
て
、
検
診
の
成
果
が
あ
ら
わ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
。

国
立
東
信
病
院
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
健
康
増
進
を
図
り
健
全
な
市
民

生
活
を
確
保
す
る
た
め
、
地
域
医
療

機
関
の
基
幹
病
院
と
し
て
現
地
点
で

存
続
さ
せ
る
よ
う
、
関
係
機
関
に
よ

り
い
っ
そ
う
の
働
き
か
け
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
村
総
合
整
備

モ
デ
ル
事
業

第
三
に
、
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

農
村
総
合
整
備
事
業
と
し
て
、
神

川
、
神
科
お
よ
び
豊
殿
地
区
で
三
十

五
集
落
の
農
村
環
境
の
整
備
改
善
を



何
指
し
て
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

一

を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、

一
生
活
道
路
の
整
備
、
農
業
用
用
水
路

日
の
整
備
、
農
村
公
園
の
建
設
な
ど
、

月
地
域
の
皆
様
の
要
望
に
こ
た
え
て
生

判
産
基
盤
と
一
体
的
に
生
活
環
境
面
の

臼

整
備
に
配
慮
し
て
き
ま
し
た
。
今
後

前
も
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
引
き
続
き

事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す

だ

住
化
が
進
み
生
活
様
式
が
都
市
化
さ

れ
、
農
業
生
産
様
式
の
変
杭
に
伴
い

農
業
用
用
水
路
の
汚
濁
が
進
行
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
公
共
用
水
の

水
質
保
全
と
生
活
環
境
の
改
善
を
図

る
う
、
え
か
ら
も
、
農
業
振
興
地
域
内

の
生
活
雑
排
水
な
ど
を
処
理
す
る
施

設
の
整
備
を
し
て
、
快
適
な
環
境
を

つ
く
り
だ
す
た
め
の
農
業
集
落
排
水

事
業
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
近
代
農
業
を
進
め
る
た
め
、

中
核
的
農
業
者
の
経
営
規
模
拡
大
と

担
い
手
農
家
育
成
に
努
め
、
近
代
的

な
農
業
団
地
を
造
成
し
安
定
し
た
基

農
業
集
落
排
水
事
業

を
推
進

え

現
在
、
農
村
地
域
に
お
い
て
は
混

広報う

iもなく完成する別所温泉センター。温泉の活性化と

蹴の拠点と して活用が期待されています。

こ
れ
に
よ
り
、
城
下
・
川
辺
地
区
に

お
け
る
学
校
の
適
正
配
置
に
効
果
を

あ
げ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

盤
整
備
の
確
立
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

東
塩
田
林
間
工
業
団
地

に
同
社
が
内
定

既
存
企
業
の
多
く
は
市
街
地
に
あ

っ
て
、
住
宅
や
商
屈
と
混
在
し
て
い

る
た
め
規
模
の
拡
大
が
図
れ
ず
経
営

環
境
が
極
め
て
悪
い
状
況
下
か
ら
、

さ
ら
に
工
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、

東
塩
田
振
興
会
、
地
権
者
の
皆
様
の

御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
五

十
九
年
十
二
月
、
二
十
三
・
六
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
東
塩
田
林
間
工
業
団
地
の

造
成
に
着
手
、
こ
の

二
月
十
五
日
完

成
し
ま
し
た
。
工
業
団
地
へ
の
進
出

は
、
十
八
社
が
内
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
六
十
年
度
は
新
た
に
上
田

市
商
工
業
振
興
条
例
を
制
定
し
、
住

工
混
在
の
解
消
と
工
場
誘
致
、
小
規

模
庖
舗
の
近
代
化
、
商
居
街
の
活
性

化
を
主
目
的
と
し
た
助
成
措
置
を
講

じ
、
商
工
業
の
振
興
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス

国
の
指
定
目
指
す

tて
Lはi主
、間

六テ
月十ク
/[-ノ
f年ポ
丹度 リ
内国ス
Eの憐
::Iti想
つ定 lこ
Jをつ
?目ぃ

学を整
、校図 備

ドにつ lこ
おてつ
けいい

るきて
児手も
童九い

つ

生子 そ
f走へつ
グ〉円の

い培 推
じ El進

通
産
省
な
ど
と
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
構
想
の
メ

イ
ン
と
な
る
H

上
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
計
画
。
に
つ
い
て
は
、
財
団
法
人

日
本
立
地
セ
ン
タ
ー
に
委
託
を
し
具

体
的
な
計
画
案
の
報
告
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
市
も
こ
の
報
告

を
待

っ
て
そ
の
実
現
に
向
け
、
さ
ら

に
研
究
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

地
域
雇
用
開
発

推
進
事
業

労
働
行
政
に
つ
い
て
は
、
雇
用
の

安
定
と
福
祉
の
向
上
を
主
要
な
課
題

と
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
。
雇
用
の

確
保
と
安
定
の
た
め
に
、
昭
和
五
十

八
年
、
県
の
特
別
配
慮
で
固
め
指
定

で
あ
る
地
域
雇
用
開
発
推
進
事
業
の

推
進
に
よ

っ
て
新
規
求
人
対
策
が
進

め
ら
れ
、
求
人
受
付
件
数
は
す
で
に

百
三
十
八
件
で
雇
用
総
数
二
千
二
百

五
十
五
人
と
な
り
、
奨
励
金
支
給
額

は
三
億
円
を
突
破
し
ま
し
た
。

上
田
へ
の
観
光
客

相
当
数
増
加

?型
』時観
8代光
~ ~Ij 面
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教
育
的
要
素
を
も
っ
た
創
造
館
は、

上
小
広
域
の
施
設
と
し
て
建
設
し
た

も
の
で
す
が
、
実
質
は
上
田
市
で
建

上
田
城
周
辺
や
信
州
の
鎌
倉
、
別
所

温
泉
な
ど
へ
の
観
光
客
は
、
相
当
数

の
増
加
を
み
て
お
り
、
さ
ら
に
こ
の

増
加
を
図
る
べ
く
誘
客
宣
伝
、
観
光

案
内
板
や
施
設
の
整
備
な
ど
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
、え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
内
に
あ
る
各
種
伝
統
行
事
や

真
固
ま
つ
り
、
十
五
回
に
及
ぶ
上
田

わ
っ
し
ょ
い
な
ど
市
民
参
加
に
よ
る

ま
つ
り
の
定
着
化
を
図
り
、
誘
客
宣

伝
と
あ
わ
せ
て
城
下
町
上
田
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

五
十
八
年
に
実
施
し
た
築
城
四
百

年
祭
は
、
大
勢
の
市
民
の
皆
様
や
姉

妹
都
市
の
参
加
を
得
て
、
多
彩
な
行

事
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
懸
案

と
な

っ
て
い
た
観
光
会
館
は
五
十
九

年
九
月
に
完
成
し
、
観
光
客
と
市
民

に
た
い
へ
ん
活
用
き
れ
て
い
ま
す
。

築
城
四
百
年
を
記
念
し
て
、
篤
志
家

成
沢
定
平
様
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
真
田

幸
村
公
銅
像
は
、
昨
年
三
月
、
上
田

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に
設
置
し
、
多
く

の
観
光
客
に
親
し
ま
れ
上
田
市
の
シ

ン
ボ
ル

の
一

つ
に
な

っ
て
い
ま
す
。

別
所
温
泉
セ

ン
タ
ー
の
建
設
は
、

県
の
魅
力
あ
る
温
泉
地
づ
く
り
事
業

補
助
を
受
け
昨
年
十
月
着
工
し
、
こ

の
三
月
完
成
す
る
よ
う
工
事
が
進
ん

で
い
ま
す
。
開
館
後
は
地
元
自
治
会

に
管
理
委
託
を
し
、
温
白
夜
の
活
排
は
化



こ
れ
に
よ
り
、
被
下

・
川
辺
地
区
に

お
け
る
学
校
の
適
正
配
置
に
効
果
を

あ
げ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

川
西
地
区
に
仮
称
第
六
中
学
校
を
建

設
す
る
た
め
、
現
小
泉
小
学
校
の
隣

接
地
に
昭
和
六
十
年
度
に
お
い
て
、

一
万
四
千
七
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
の

用
地
を
買
収
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。市

内
の
児
童

・
生
徒
数
は
、

地
域

に
よ
り
過
密
、
過
疎
の
状
態
が
続
い

て
い

ま
す
の
で
、
通
学
区
域
審
議
会

の
答
申
を
基
本
と
し
て
地
域
の
状
況

に
応
じ
た
学
校
の
適
正
規
模
、
配
置

に
努
め
る
と
と
も
に、

学
校
環
境
の

る
さ
た
い
と
1
2
え
て
い
±
守
す

川
西
地
区
に

仮
称
第
六
中
を
建
設

第
四
に
、
教
育
・
文
化
の
振
興
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

義
務
教
育
に
お
い
て
は
、
児
童
生

徒
の
急
増
地
域
に
対
応
し
た
教
室
の

増
築
を
す
る
と
と
も
に
、
通
学
区
域

審
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、
総
額
二

十
二
億
六
千
万
円
を
投
じ
て
南
小
学

校
を
新
設
、
名
実
と
も
に
充
実
し
た

学
校
と
し
て
五
十
九
年
四
月
、
児
童

数
七
百
七
十
四
名
で
開
校
し
ま
し
た
。

だえつ一(7)一一一昭和61年 3月1日 広報
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上回創造館(奥の建物)の東側に完成予定の長池公園

(手前の広場)は、 61年度に完成します。

浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想
に
つ
い

て
は
、
六
十
一
年
度
固
め
指
定
を
目

指
し
て
、
現
在
そ
の
内
容
に
つ
い
て

整
備
に
つ
い
て
も
い
っ
そ
う
の
推
進

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
最
近
、

学
校
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の
い
じ

め
、
非
行
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
恨
本
的
解
消

が
図
ら
れ
る
よ
う
関
係
者
の
御
協
力

の
も
と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

文
化
セ
ン
タ
ー
と

創

造

館

市
民
待
望
の
教
育
・
文
化
・
芸
術

活
動
の
拠
点
と
し
て
の
文
化
セ
ン
タ

ー
が
、
六
十
年
六
月
に
完
成
し
公
民

館
活
動
の
中
核
を
担
う
中
央
公
民
館

に
合
築
し
た
こ
と
は
、
運
営
と
利
用

の
両
面
か
ら
効
率
と
効
果
を
ね
ら
っ

た
も
の
で
、
文
化
活
動
、
発
表
な
ど

の
殿
堂
と
し
て
、
さ
ら
に
は
盟
か
な

人
生
を
築
く
た
め
の
生
涯
学
習
促
進

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
柏
極
的
活
用

が
図
ら
れ
、
多
く
の
皆
様
に
喜
ば
れ

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
セ
ン
タ

ー
の
完
成
を
機
に
、
市
内
す
べ
て
の

文
化

・
芸
術
団
体
が
相
集
い
、
相
互

の
連
結
協
調
を
図
り
、
市
民
の
文
化

向
上
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
上
田

市
を
よ
リ
高
い
文
化
教
育
都
市
と
し

て
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

上
田
市
文
化
芸
術
協
会
が
発
足
し
、

そ
の
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
光
面
に
つ
い
て
は
、

N
H
K
大

型
時
代
劇
「
真
田
太
平
記
」
の
放
映

や
各
種
誘
客
骨
日
た
鼠
の
実
地
に
よ

q
、

銑
山
い
し
書
円
的
州
市
宮
阜
糸
晶
子

ju
つ
わ
~
釧
刷

t
氾
防
防
川
リ
問
、

上
小
広
域
の
施
設
と
し
て
建
設
し
た

も
の
で
す
が
、
実
質
は
上
田
市
で
建

設
し
た
も
の
で
、
去
る
一
月
二
十
七

日
に
開
館
式
典
を
し
、
そ
の
後
の
無

料
開
放
期
間
中
に
訪
れ
た
人
の
多
さ

に
、
こ
の
施
設
が
地
域
の
皆
様
に
強

い
関
心
を
持
た
れ
て
い
る
こ
と
を
痛

感
し
て
い
ま
す
。
本
格
的
開
館
は
四

月
か
ら
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
教
育
委
員
会
や
学
校
当
局
の
御
協

力
を
い
た
だ
き
、
青
少
年
の
今
後
の

科
学
教
育
な
ど
に
格
別
の
効
果
が
上

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

福
祉
会
館
と

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
五
に
、
社
会
福
祉
の
充
実
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

住
民
の
要
望
か
強
ま
る
反
面
、
い

っ
そ
う
の
厳
し
さ
を
増
す
自
治
体
の

行
財
政
事
情
の
中
で
、
幾
多
の
要
望

に
全
面
的
に
こ
た
え
る
こ
と
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
市
民

の
皆
様
の
御
理
解
を
い
た
だ
き
な
が

ら
そ
の
実
現
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
福
祉
会
館
の
建
設
が
あ
り

ま
す
。
地
域
福
祉
、
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
な
ど
社
会
福
祉
活
動
推
進
の
拠

点
と
な
る
施
設
と
し
て
、
五
十
九
年

三
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
会
館
に
お

の
三
月
完
成
す
る
よ
う
工
事
が
進
ん

で
い
ま
す
。
開
館
後
は
地
元
自
治
会

に
管
理
委
託
を
し
、
温
泉
の
活
性
化

1r
品
問
先
の
訓
叫
古
川
と
し
て
治
朗
リ
ー
と
、
ぃ

い
て
は
、
外
出
や
就
労
の
機
会
P

か
得

ら
れ
な
い
在
宅
重
度
障
害
者
の
皆
同
保

い
か
通
所
し
て
、
創
作
活
動
、
日
常
生

活
訓
練
な
ど
を
通
し
て
社
会
生
活
へ

の
適
応
能
力
を
養
い
な
が
ら
自
立
を

助
長
し
、
生
き
が
い
を
高
め
る
た
め

の
在
宅
障
害
者
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福

祉
団
体
や
障
害
者
の
皆
様
の
会
議
、

レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
場
と
し
て
、
障
害
者
と
健

常
者
と
の
触
れ
合
い
の
場
と
し
て
、

多
く
の
市
民
の
皆
様
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
高
齢
者
社
会
を
迎
、
え
る
中
で
市

内
全
域
に
わ
た
る
利
用
者
の
拡
大
を

図
り
、
高
齢
者
が
健
康
で
豊
か
な
人

生
を
送
る
た
め
、
広
く
触
れ
合
い
の

場
と
し
て
、
各
種
教
養
、
ク
ラ
ブ
活

動
の
育
成
、
趣
味
活
動
な
ど
の
自
主

的
グ
ル
ー
プ
活
動
の
向
上
と
寝
た
き

り
を
少
な
く
す
る
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
の

充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

盲
導
犬
を

5
人
の
皆
様
に

視
覚
障
害
者
の
皆
様
の
生
活
圏
の

拡
大
と
社
会
参
加
へ
の
道
を
広
め
る

た
め
、
石
井
光
一
様
か
ら
御
寄
付
を

い
た
だ
い
た
基
金
の
利
子
に
よ
る
盲
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導
犬
は
、
六
十
年
度
て
す
で
に
五
同

と
な
リ
視
覚
障
害
者
の
手
と
な
り
足

と
な
っ
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま
た

視
覚
障
害
者
の
交
通
安
全
の
た
め
、

視
覚
障
害
者
用
交
通
信
号
機
付
加
装

抗
を
年
次
計
画
に
よ
り
設
置
し
、
六

十
年
度
は
大
屋
北
交
差
点
に
設
置
し

こ
れ
で
市
内
の
主
要
交
差
点
に
は
す

べ
て
完
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
六
十

年
度
か
ら
新
た
に
重
度
心
身
障
害
者

を
介
護
さ
れ
る
皆
様
に
介
護
慰
労
金

を
支
給
し
、
御
苦
労
に
報
い
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

同
和
対
策
の
推
進

え

第
六
に
、
同
和
対
策
の
推
進
に
つ

つ広報

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

同
和
行
政
に
つ
い
て
は
、
人
権
を

守
り
、
部
落
差
別
を
な
く
す
た
め
の

同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
が
施
行

さ
れ
て
以
来
、
同
和
問
題
解
決
の
た

め
に
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。
同
和

地
区
の
環
境
改
善
、
経
済
の
向
上
、

福
祉
の
増
進
、
同
和
教
育
の
進
展
な

ど
一
定
の
成
果
を
み
る
こ
と
，
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
未
解
決
の

事
業
も
あ
り
、
ま
た
、
市
民
の
同
和

問
題
に
対
す
る
理
解
は
進
ん
で
は
き

た
も
の
の
同
和
問
題
が
国
民
的
課
題

で
あ
る
と
い
う
認
識
は
い
ま
一
つ
徹

底
せ
ず
、
部
落
差
別
の
完
全
解
消
の

た
め
い
っ
そ
う
努
力
を
し
て
い
か
な
け

日年、 61年の両年度で改修する予定の上田城跡

北権(手前)

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
、
え
て
い
ま
す
。

環
境
改
善
対
策
で
は
、
小
集
落
地

区
改
良
事
業
を
は
じ
め
、

地
区
道
路
、

下
排
水
路
の
整
備
お
よ
び
住
宅
の
新

改
築
な
ど
を
推
進
し
、
健
康
で
文
化

的
な
生
活
を
営
む
た
め
の
生
活
基
盤

を
改
善
し
、
実
態
的
差
別
解
消
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
社
会
福
祉
対
策
で

は
、
児
童
遊
園
地
の
整
備
を
は
じ
め

相
談
、
調
査
事
業
を
実
施
し
て
、
差

別
の
な
か
の
貧
困
状
態
を
解
消
す
る

よ
う
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
産
業
、
職
業
対
策
と
し
て

は
、
き
の
こ
な
ど
の
生
産
施
設
の
整

備
を
は
じ
め
農
道
、
か
ん
が
い
排
水

路
の
整
備
、
中
小
企
業
融
資
あ

っ
せ

ん
な
ど
を
通
じ
て
地
区
の
皆
様
の
経

済
向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

同
和
教
育
め
推
進
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
学
校
同
和
教
育
に
お
い
て
、
幼

稚
園
、
保
育
園
、
小
中
学
校
、
高
等

学
校
お
よ
び
大
学
を
通
じ
一
貫
し
た

同
和
教
育
の
推
進
を
目
指
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
発
達
段
階
に
応
じ
た
同
和
教

育
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

人
権
尊
重
の
精
神
に
徹
し
差
別
に
気

づ
き
、
差
別
を
ゆ
る
さ
な
い
真
に
民

主
的
な
児
童
生
徒
が
数
多
く
育
っ
て

益
、
牛
?
し
た
。

社
会
同
和
教
育
に
つ
い
て
は
、
公

民
館
を
主
体

t
ー
し
た
・
自
治
会
懇
談
合
、

て
は
、
上
小
衛
生
施
設
組
合
、
上
田

市
・
真
田
町
じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合
、

大
星
斎
場
組
合
お
よ
び
上
田
市
外
八

進
な
ど
同
和
問
題
に
対
す
る
認
識
を

深
め
、
自
ら
の
問
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
も
ら
う
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
場
を

通
し
て
同
和
教
育
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、

同
和
教
育
の
本
質
か
浸
透
し
つ
つ
あ

り
、
結
婚
問
題
な
ど
を
含
め
将
来
に

対
す
る
明
る
い
き
ざ
し
が
見
え
は
じ

め
て
き
ま
し
た
。

六
十
一
年
度
は
、
地
域
改
善
対
策

特
別
措
置
法
の
最
終
年
度
に
も
当
た

り
、
昨
年
六
丹
市
議
会
定
例
会
に
お

い
て
御
決
議
を
願
っ
た
部
落
解
放
基

本
法
制
定
に
向
け
努
力
を
続
け
る
と

と
も
に
、
部
落
差
別
を
な
く
す
た
め

の
基
本
法
制
定
実
現
実
行
委
員
会
の

活
動
と
相
ま
っ
て
、
同
和
問
題
解
決

の
た
め
い
っ
そ
う
の
努
力
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
広
域
市
町
村
圏

後
期
基
本
計
画
を
策
定

最
後
に
、
上
田
市
の
第
二
次
長
期

基
本
構
想
の
策
定
に
続
き
、
去
る
二

月
十
四
日
に
は
上
小
地
域
広
域
行
政

事
務
組
合
に
お
い
て
も
、
新
広
域
市

町
村
圏
計
画
の
見
直
し
と
、
六
十
五

年
度
を
目
標
年
次
と
し
た
後
期
基
本

計
画
の
策
定
を
完
成
し
、
い
よ
い
よ

中
核
上
田
市
と
し
て
の
責
任
を
痛
感

金
七
百
十
四
万
円
、
リ
ン
ゴ
栽
埼
の

共
同
防
除
の
た
め
の
ス
ピ
ー
ド
ス
プ

レ
ヤ
!
購
入
に
対
す
る
補
助
金
四
百

マ
上
田
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正

国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

退
職
者
医
療
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
同
施
行
令
の
一
部
改
正
に

よ
り
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委

員
の
構
成
と
、
助
産
費
国
庫
補
助
基

準
額
の
改
定
に
伴
う
所
要
の
改
正
を

し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

マ
児
童
館
条
例
の
一
部
改
正

上
田
市
緑
が
丘
児
童
館
を
緑
が
丘

二
丁
目
五
番
二
一
号
に
設
置
し
、
あ

わ
せ
て
条
文
の
整
理
を
し
た
い
と
い

う
も
の
で
す
。

マ
上
田
市
別
所
温
泉
セ
ン
タ
ー
条
例

の
制
定

温
泉
観
光
地
の
活
性
化
と
地
域
文

化
の
振
興
を
図
る
目
的
で
、
大
字
別

所
温
泉
一
七
二
三
番
地
一
に
設
置
し

た
い
と
い
う
も
の
で
す
。
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八
十
万
円
な
ど
所
要
経
費
を
計
上
し

た
ほ
か
、
上
田
駅
大
星
線
改
良
に
当

た
り
用
地
費
で
-
千
百
四
十
万
円
な
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よ
ひ
継
続
事
業
を
中
心
と
し
た
骨
絡

予
鈴
め
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

事
業
め
執
行
上
当
初
計
上
を
必
要
と

す
る
-
部
新
規
事
業
に
つ
い
て
も
、

今
回
計
上
を
し
ま
し
た
。
一
般
会
計

に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
予
算
編

成
の
基
本
的
な
考
え
方
か
ら
前
年
当

初
対
比
九
八
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
三

億
一
千
九
百
七
十
六
万
七
千
円
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
の
主
な
も
の
〉

そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
に
お
け
る
収
入

可
能
額
を
見
込
ん
で
計
上
し
て
い
ま

す
が
、
前
年
当
初
と
対
比
し
て
市
税
、

地
方
譲
与
税
、
自
動
車
取
得
税
交
付

金
、
使
用
料
・
手
数
料
、
財
産
収
入

お
よ
び
諸
収
入
を
増
額
計
上
し
た
ほ

か
は
、
い
ず
れ
も
減
額
ま
た
は
同
額

程
度
の
計
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
出
の
主
な
も
の
〉

*
総
務
費

年
間
所
要
経
費
の
ほ
か
、
新
規
と

し
て
テ
レ
ト
ピ
ア
推
進
協
議
会
負
担

金
八
百
七
十
万
円
が
あ
り
ま
す
。
六

十
一
年
度
は
、
上
田
地
域
テ
レ
ト
ピ

ア
基
本
計
画
の
実
行
段
階
に
入
っ
て

く
る
こ
と
か
ら
そ
の
計
画
策
定
な
ど

の
事
業
を
予
定
し
て
お
り
、
活
動
経

費
な
ど
の
上
田
市
負
担
分
を
計
上
し

ま
し
た
。

ま
た
、
行
政
の
概
要
を
紹
介
し
た

「
暮
ら
し
の
べ
ん
り
帳
」
の
冊
子
を

だえつ一(9)一一一昭和61年 3月1日 広報

新
規
に
つ
く
る
ほ
か
、
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
税
の
行
方
を
わ
か
り

や
す
く
示
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発

行
も
予
定
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
全

戸
配
布
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
自
治
会
に
お
け
る
共

同
集
会
施
設
の
新
設
改
修
費
、
同
敷

地
購
入
費
、
防
犯
灯
の
新
設
お
よ
び

電
気
料
補
助
金
、
塩
田
・
川
西
地
区

に
対
す
る
県
営
水
道
料
金
差
額
補
助

金
に
つ
い
て
年
間
見
込
額
を
計
上
し

ま
し
た
。

*
民
生
費

経
常
的
な
も
の
で
は
、
生
活
保
護

者
を
は
じ
め
身
体
障
害
者
、
老
人
、

精
神
薄
弱
者
、
児
童
な
ど
の
扶
助
費

な
ど
年
間
所
要
経
費
を
見
込
ん
だ
ほ

か
、
各
種
補
助
事
業
、
委
託
事
業
に

つ
い
て
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き

ま
す
。ま
た
、
高
齢
者
生
き
が
い
対
策
の

面
で
は
、
就
労
希
望
者
の
実
態
調
査

を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
東
部
町
祢
津
地
区
に
建

設
予
定
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ち

い
さ
が
た
の
家
」
に
対
し
て
、
上
田

市
の
負
担
分
七
百
六
十
三
万
八
千
円

の
計
上
が
あ
り
ま
す
。

*
衛
生
費

じ
ん
か
い
、
危
険
物
の
収
集
委
託

料
な
ど
年
間
経
費
を
計
上
し
た
ほ
か
、

一
部
事
務
組
合
へ
の
分
担
金
に
つ
い

き
ま
し
た
。

社
会
同
和
教
育
に
つ
い
て
は
、
公

民
館
を
主
体
と
し
た
自
治
会
怒
談
会
、

掌
a

朝
自
マ
活
動
ペ
ホ
広
悲
未
巾
門
同
門
釦
刊
動
弘
古
同
の
排
出

て
は
、
上
小
衛
生
施
設
組
合
、
上
田

市
・
真
田
町
じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合
、

大
星
斎
場
組
合
お
よ
び
上
田
市
外
八

か
町
村
病
院
組
合
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
負

担
割
合
に
応
じ
て
当
面
必
要
な
額
を

計
上
し
ま
し
た
。

*
労
働
費

勤
労
者
住
宅
建
設
資
金
融
資
預
託

金
、
勤
労
者
退
職
共
済
掛
金
補
助
金
、

勤
労
者
互
助
会
補
助
金
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
所
要
の
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

*
農
林
水
産
業
費

新
規
の
も
の
で
は
、
特
定
地
域
農

業
振
興
総
合
対
策
事
業
と
し
て
、
生

活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
の
自
主
検
定
シ
ス
テ
ム
の

合
理
化
を
図
る
た
め
の
処
理
施
設
の

設
置
、
耕
起
作
業
の
省
力
化
を
図
る

た
め
の
ト
ラ
ク
タ
ー
お
よ
ぴ
果
樹
防

除
の
省
力
化
の
た
め
の
ス
ピ
ー
ド
ス

プ
レ
ヤ
!
の
購
入
に
対
し
補
助
金
一

千
三
百
九
十
三
万
八
千
円
を
計
上
し

ま
し
た
。
ま
た
、
市
単
事
業
の
水
田

利
用
再
編
機
械
施
設
等
導
入
事
業
と

し
て
、
ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
、
ア

ス
パ

ラ
ガ
ス
の
栽
培
ハ
ウ
ス
お
よ
び
キ
ュ

ウ
リ
の
雨
よ
け
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
設

置
な
ど
に
対
し
、
補
助
金
二
千
百
二

十
四
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

果
樹
振
興
事
業
で
は
、
巨
峰
の
雨

よ
け
、
無
加
温
ハ
ウ
ス
の
設
置
、
リ

ン
ゴ
の
開
釈
器
購
入
に
対
す
る
補
助

年
度
を
目
標
年
次
と
し
た
後
期
基
本

計
固
め
策
定
を
完
成
し
、
い
よ
い
よ

中
核
上
田
市
と
し
て
の
責
任
を
痛
感

し
て
お
り
、
住
み
よ
い
上
小
地
域
の
，

金
七
百
十
四
万
円
、
リ
ン
ゴ
栽
矯
の

共
同
防
除
の
た
め
の
ス
ピ
ー
ド
ス
プ

レ
ヤ

l
購
入
に
対
す
る
補
助
金
四
百

五
十
三
万
三
千
円
が
あ
り
ま
す
。

林
業
関
係
で
は
、
松
く
い
虫
特
別

防
除
事
業
と
し
て
増
加
傾
向
に
あ
る

松
く
い
虫
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
、

被
害
木
の
伐
倒
、
焼
却
、
薬
剤
散
布

の
た
め
の
経
費
と
し
て
三
千
八
百
十

二
万
四
千
円
を
計
上
し
、
委
託
で
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

*
商
工
費

商
工
業
振
興
の
た
め
の
各
種
補
助

金
を
は
じ
め
、
中
小
企
業
融
資
の
預

託
金
、
信
用
保
証
料
な
ど
継
続
的
な

も
の
を
計
上
し
ま
し
た
。
各
種
補
助

事
業
の
中
に
は
、
上
田
商
工
会
議
所

会
館
建
設
に
対
す
る
補
助
金
七
千
万

円
、
東
塩
田
林
間
工
業
団
地
用
地
取

得
助
成
の
た
め
の
補
助
金
六
千
四
百

九
十
三
万
円
が
あ
り
ま
す
。

*
土
木
費

経
常
的
な
も
の
と
し
て
、
道
路
新

設
改
良
費
で
は
工
事
費
で
四
億
円
、

用
地
費
で
一
千
五
百
万
円
、
補
償
費

で
一
千
万
円
を
計
上
、
こ
の
ほ
か
橋

り
ょ
う
新
設
改
良
、
河
川
改
修
工
事

費
な
ど
は
、
前
年
並
み
の
計
上
と
な

っ
て
い
ま
す
。

街
路
事
業
で
は
、
秋
和
上
堀
線
改

良
工
事
が
国
庫
補
助
の
最
終
年
度
を

迎
え
て
お
り
、
工
事
費
で
四
千
九
百

六
十
一
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

は
、
市
長
め
改
選
時
期
に
当
た
り
ま

す
こ
と
か
ら
、
主
語
『
治
情
曽
日
べ
、
蚊
健
常
曲
目
司
お

八
十
万
円
な
ど
所
要
経
費
を
計
上
し

た
ほ
か
、
上
田
駅
大
星
線
改
良
に
当

た
り
用
地
費
で
一
千
百
四
十
万
円
な

ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

公
園
事
業
で
は
、
継
続
事
業
と
し

て
進
め
て
い
る
市
民
の
森
公
園
へ
は

チ
ビ

ッ
コ
広
場
、
野
外
劇
場
、
修
景

施
設
を
設
置
す
る
た
め
の
工
事
費
と

し
て
八
千
万
円
を
計
上
し
た
ほ
か
、

長
池
公
園
に
つ
い
て
は
、
植
栽
な
ど

の
工
事
費
で
五
千
六
十
万
円
を
計
上

し
、
六
十
一
年
度
完
成
を
目
指
し
て

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

*
消
防
費

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
消

防
特
別
会
計
負
担
金
五
億
四
千
七
百

六
十
五
万
二
千
円
、
第
五
分
団
詰
所

建
替
工
事
費
一
千
三
百
五
十
万
円
を

計
上
し
た
ほ
か
、
年
次
計
画
で
進
め

て
い
る
ポ
ン
プ
車
な
ど
の
備
品
購
入
、

消
防
水
利
施
設
の
整
備
費
な
ど
を
計

上
し
ま
し
た
。

*
教
育
費

施
設
全
般
に
わ
た
り
、
ほ
ほ
前
年

と
同
様
の
予
算
を
計
上
し
た
ほ
か
、

上
田
城
跡
北
献
の
継
続
修
理
事
業
費

三
千
百
八
十
万
円
、
神
川
小
学
校
夜

間
照
明
施
設
整
備
工
事
費
一
千
百
四

十
万
円
が
主
な
も
の
で
す
。
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む
だ
を
な
く
し
物
を
生
か
す
市
民
運
動

資

源

省
資
源
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
資
源

の
ほ
と
ん
ど
を
外
国
に
依
存
し
て
い

る
日
本
に
と
っ
て
、
中
長
期
的
な
観

点
に
立
っ
て
着
実
に
推
進
さ
れ
る
べ

き
重
要
な
課
題
で
す
。

最
近
の
石
油
需
給
は
緩
和
基
調
に

あ
り
ま
す
が
、
中
東
情
勢
は
今
だ
不

安
定
で
あ
る
た
め
、
一
時
的
な
事
情

に
左
右
さ
れ
ず
に
息
の
長
い
省
資
源
・

えつ

の

活

用

t佳
進

月

間

3
月
間
日
明

i
5月
日
日
制

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
動
を
押
し
進
め
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
み
ん
な
が

限
り
あ
る
資
源
の
有
効
利
用
を
自
覚

し
、
次
代
を
担
う
世
代
へ
む
だ
を
な

く
す
こ
と
の
重
要
性
を
十
分
に
認
識

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
で
は
、
今
年
も
「
む
だ
を
な
く

し
物
を
生
か
す
市
民
運
動
」
を
展
開

上田市資源活用推進本部(諮おお

E⑫4100内線301・有線②0671

こ
の
ほ
ど
長
野
県
交
通
安
全
運
動

推
進
本
部
と
上
回
警
察
署
は
、
六
十

一
年
の
交
通
安
全
運
動
推
進
計
画
を

発
表
し
ま
し
た
。
市
で
も
、
こ
の
計

し
ま
す
。
市
民
総
参
加
に
よ
る
省
資

源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
動
を
進
め
る

た
め
に
、
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

資
源
活
用
広
場

5
月
日
日
制

「
む
だ
を
な
く
し
物
を
生
か
す
市

民
運
動
」
の
一
つ
と
し
て
、
三
月
十

日
目
か
ら
五
月
十
一
日
間
ま
で
の
二

か
月
間
を
「
資
源
活
用
推
進
月
間
」

と
し
、
上
田
市
資
源
活
用
推
進
本
部

(
本
部
長

・
永
野
市
長
)
を
設
け
て

省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

推
進
月
聞
の
最
終
日
の
五
月
十
一

日
制
に
は
、
今
年
で
十
二
固
め
を
迎

え
る
「
資
源
活
用
広
場
」
を
聞
き
ま

す
。
ま
た
、
市
内
各
事
業
所
な
ど
の

協
貨
に
よ
る

「
む
だ
を
な
く
す
生
活

隠
岐
L

の
問
問
悦
陛

d
U
井
川
}
幽

lv
て
い
±
か
ふ
1
。

亡
事
故
な
ど
が
多
発
し
、
年
間
死
者

百
六
十
名
以
下
の
抑
制
目
標
は
も
と

よ
り
、
前
年
死
者
百
九
十
六
名
を
も

上
回
る
二
百
十
三
人
と
い
う
最
悪
の

(i22す)
アー o 1日に30分間つけっぱなしにすると67whの電気が
むだになる

約同

レ 1，740 
oテレビを使わないとき主電源を切ると 1時間あた
ビ り6whの電気の節約になる
0室温を 1.C下げると、 9%の灯油の節約になる

ス 0 暖房中扇風機を回して部屋の空気を循環させると

足元にも暖気が下りてきて効果的
830 

0ストーブを外気に面した窓側におくと、暖ま った

づ、 空気がカーテンの役目をして冷たい外の空気がは
1. 750 

いりこむのを防ぐ

電気
0こたつ敷やふとんの工夫で暖気を逃がきないよう

にすると30%の電気の節約になる
。「中」で4.4時間使用していたところを 1時間「中」

1.490 
た
つ から「弱」に落とすと、 5%の電気の節約になる

t令
0壁から10cmはなすと2.2%の電気の節約になる
0食品の詰め具合を、ギッシ リ詰ま っている ように

1.050 

蔵
見える状態から多少余裕があると見える状態にす

1葦
ると3.6%の電気の節約になる

1，530 

省エネルギー効果・節約金額(1年間分)
生活環境課は

不用品の紹介・あっせん
をしています。

お気軽に御利用ください。

御
寄
付
お
礼

不用品の交換を積極的に行い

資源の有効利用をしよう



お

第 954号ー

61年交通事故防止の

運動計画決定
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こ
の
ほ
ど
長
野
県
交
通
安
全
運
動

推
進
本
部
と
上
回
警
察
署
は
、
六
十

一
年
の
交
通
安
全
運
動
推
進
計
画
を

発
表
し
ま
し
た
。
市
で
も
、
こ
の
計

画
を
重
点
目
標
と
し
て
推
進
し
ま
す
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
シ

l
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進

(シ

l
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
「
ひ
と
声

運
動
」
を
実
施
す
る
)

二
、
交
通
弱
者
の
安
全
確
保

(
幼
児
な
ど
に
対
し
て

「
愛
の
ひ
と

声
運
動
」
を
推
進
す
る
。
高
齢
者
に

対
し
て
は
、
「
止
ま
る
、
見
る
、
目
立

つ
」
の
安
全
な
横
断
の
定
着
化
を
図

る
。
ま
た
、

三
ピ
カ
運
動
「
光
れ
ば

安
全
、
つ
け
れ
ば
安
全
」
の
推
進
を

図
る
)

一
二
、
若
年
者
の
無
謀
運
転
追
放

(
飲
酒
運
転
、
無
免
許

・
無
資
格
運

転
、
著
し
い
速
度
違
反
、
追
越
し
違

反
、
信
号
無
視
、
覚
せ
い
剤
・
シ
ン

ナ
ー
な
ど
薬
物
使
用
運
転
、
な
ど
の

無
謀
運
転
を
追
放
す
る
)

昨
年
の
県
下

交
通
事
故
死
者
は
最
悪

昨
年
の
県
下
の
交
通
事
故
発
生
状

況
は
、
カ
ー
ブ
で
の
ス
ピ
ー
ド
の
出

し
過
ぎ
に
よ
る
事
故
、
対
向
車
線
進

入
に
よ
る
正
面
衝
突
事
故
、
若
年
運

転
者
や
県
外
運
転
者
な
ど
に
よ
る
死

亡
事
故
な
ど
が
多
発
し
、
年
間
死
者
同

百
六
十
名
以
下
の
抑
制
目
標
は
も
と
吋

よ
り
、
前
年
死
者
百
九
十
六
名
を
も
叩

上
回
る
二
百
十
三
人
と
い
う
最
悪
の
ん

結

果

で

し

た

。

向

次

の

方

々

か

ら

温

か

い

御

寄

付

を

市
内
で
は
、
交
通
事
故
に
よ
る
件
…
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

数
と
負
傷
者
は
減
少
し
た
も
の
の
、
}
上
げ
ま
す
。

死
者
は
大
幅
な
増
加
と
い
う
悪
い
結
一
マ
榎
本
勝
子
様
(
鍛
冶
町
)
湯
の

果
と
な
り
ま
し
た
。
交
通
事
故
防
止
一
み
茶
わ
ん
百
個
高
齢
者
福
祉
セ
ン

は
、
世
界
の
悲
願
で
す
。
皆
さ
ん
も
叩
タ
l
へ

交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
…

マ
木
伏
か
ず
よ
様

(
倉
弁
)
十
万

~
円

報

思

寮
施
設
整
備
費
と
し
て

日
マ
ち
ど
り
会
様

六
千
百
六
十
四
円

吋
社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

切
マ
鈴
井
四
郎
様

(
渋
谷
区
)
二
百

ん
万
円

城

下

小

学
校
の
遊
具
や
備
品

聞
の
購
入
に

同
マ
塩
田
地
区
学
校
職
員
会
様
、
塩
田

町
文
化
財
研
究
所
樟
図
書
二
百
七
十

吋
五
冊

市

内

小

中

学
校
の
教
材
お
よ

刊
び
資
料
と
し
て

叩
マ
大
滝
キ
ミ
エ
様

(
川
辺
町
)

車

市
い
す
一
台
貸
し
出
し
用
と
し
て

山
マ
小
林
き
い
子
樟
(
上
本
郷
)

二

品
万
円

社

会

福

祉

基
金
の
積
立
金
と

目
し
て

吋
マ
関
戸
忠
助
さ
ん

(
南
天
神
町
)

内
掛
軸
一
本
高
齢
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

明へ向
マ

匿

名

千

円

叩
の
積
立
金
と
し
て

協
賛
に
よ
る
「
む
だ
を
な
く
す
生
活

展
L

の
開
催
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

県下・上田市の交通事故状況 (60年 1月"""12月)

件数 死者 負傷者

60 年 8，364 件 213 人 10，634 人
県
59 年 8，173 196 10，471 

下
増減数 + 191 +17 + 163 

上
60 年 446 8 535 

田 59 年 448 3 557 
市
増減数 - 2 + 5 - 22 

御
寄
付
お
礼

社
会
福
祉
基
金

事件 ・事故の発生を知ったときや、不審なこと

については、一刻も早<110番して ください。早い

通報が早期解決のカギとなります。安全で住みよ

い郷土づくりのために、皆きんの御協力をお願い

します。

事件・事故見たら聞いたら110番

あなたからの情報が決め手

あなたの考えを市政提言電話へ
ft25-2539(留守番電話)

市では、「市政提言電話」を設置して、市民の

皆さんの市政に対する建設的な御意見、御提案

をお待ちしています。電話の開設時間は、午前

9時から午後8時までです。
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(
福
祉
課
家
庭
児
童
相
談
係
企
⑫

4
1
0
0内
線

3
7
2
)

ー
、
新
し
い
児
童
手
当
制
度
に
つ
い

て児
童
手
当
の
制
度
が
今
年
か
ら
改

正
さ
れ
、
新
制
度
で
は
、
十
八
歳
未

満
の
児
童
を
二
人
以
上
(
そ
の
う
ち

一
人
以
上
が
義
務
教
育
就
学
前
の
児

童
)
養
育
し
て
い
る
人
に
、
児
童
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
の
六
月
か

ら
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
段
階
的
に
支

給
対
象
が
変
わ
り
昭
和
六
十
三
年
四

月
か
ら
制
度
が
完
成
さ
れ
ま
す
。

幸
新
制
度
の
実
施
方
法
は
、
次
の
と

広
お
り
で
す
。

ω一
年
め
(
六
十
一
年
六
月
一
日
か

ら
六
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
)

第
二
子
分
は
、
六
月
一
日
現
在
で

満
二
歳
未
満
の
児
童
が
対
象
。
第

三
子
以
降
分
は
、
義
務
教
育
終
了

前
の
児
童
が
対
象

ω二
年
め
(
六
十
二
年
四
月
一
日
か

ら
六
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
)

第
二
子
分
は
、
六
十
二
年
四
月
一

日
現
在
で
満
四
歳
未
満
の
児
童
が

対
象
。
第
三
子
以
降
分
は
、
六
十

〆
〆

u
vl
間
四
回
円
戸
口
μ
掴
机
介
江

千
ι

、
準
例
仇
ル
生
臨
み
木

えつ

ω六
十
三
年
四
月

一
日
か
ら
は
、
第

二
子
以
降
の
義
務
教
育
就
学
前
の

児
童
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

2
、
六
十
一
年
六
月
一
日
か
ら
六
十

二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
児
童

手
当
制
度
に
つ
い
て

ω受
給
資
格
者

五
十
九
年
六
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
た
児
童

(六
十
一
年
六
月
一
日

現
在
で
満
二
歳
未
満
の
児
童
)
を

含
む
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
二
人

以
上
養
育
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た

は
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
を
含

む
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以

上
養
育
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

た
だ
し
、
前
年
の
所
得
が
一
定

額
以
上
の
人
は
、
児
童
手
当
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ω児
童
手
当
の
額

二
人
め
の
二
歳
未
満
(
六
月
一
日

現
在
)
の
児
童
に
つ
い
て
は
月
額

二
千
五
百
円
、
三
人
め
以
降
の
義

務
教
育
終
了
前
の
児
童
に
つ
い
て

は
月
額
五
千
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

同
申
請
の
方
法

国
民
年
金
法
の
一
部
改
正
が
行
わ

れ
、
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
障
害

基
礎
年
金
制
度
が
導
入
き
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
成
人
障
害
者
の
皆
さ
ん
の

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
皆
さ
ん
へ
、

三
月
中
に
ハ
ガ
キ
形
式
の
認
定
請

求
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
御
記
入
の
う
え
市
役
所

福
祉
課
ま
た
は
市
役
所
各
支
所
へ

申
請
し
て
く
だ
き
い
。
書
類
が
届

か
な
か
っ
た
人
で
児
童
手
当
に
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

(
第
三
子
以
降
が
出
生
し
た
人

と
)
四
月
以
降
に
第
二
子
が
出
生

し
た
人
は
、
出
生
届
の
と
き
に
福

祉
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

3
、
児
童
手
当
と
特
例
給
付

児
童
手
当
は
、
園
、
県
、
市
、
事

業
主
が
費
用
を
持
ち
あ
い
、
家
庭
生

活
の
安
定
と
次
代
を
担
う
児
童
の
健

全
育
成
、
資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
児
童
を
養
育
す
る

人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
制
度
で
す
。

特
例
給
付
は
、
児
童
手
当
の
役
割

を
補
う
も
の
と
し
て
、
被
用
者
、
公

務
員
、
日
本
固
有
鉄
道
職
員
の
う
ち

一
定
要
件
(
所
得
要
件
な
ど
)
に
該

当
す
る
人
に
士
又
給
き
れ
ま
す
。

受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
受
給
資
格
者
や
扶
養
義
務
者

の
所
得
が
一
定
の
額
を
超
、
え
る
場

合
に
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

ノースパイク3月

(早めに普通タイヤにはき替えようl

支
給
対
象
者
・
:
六
十
二
ヰ
三
月
三
十

一
日
現
在
二
十
歳
以
上
の
福
祉
手

当
受
給
者
の
皆
さ
ん
で
、
六
十
一

年
四
月
一
日
に
お
い
て
、
障
害
基

粉
じ
ん
量
は

例
年
に
な
く
多
い

粉じんでかすむ18号線

今
年
の
冬
は
例
年
に
な
く
雪
が
少

な
く
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
よ
る
道

路
粉
じ
ん
量
も
例
年
に
比
べ
特
に
目

立
っ
て
お
り
、
市
街
地
や
主
要
道
路

に
面
す
る
地
域
を
中
心
に
商
品
や
洗

濯
物
の
汚
れ
な
ど
の
被
害
が
深
刻
化

し
て
い
る
ほ
か
、
住
民
や
通
学
児
童

の
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
も
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ

ん
問
題
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
自
治

会
や
商
庖
会
な
ど
で
は
自
主
的
に
道

路
清
掃
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
に
集
め
ら
れ
た
粉
じ
ん
は
、

市
の
清
掃
車
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
も

の
と
合
わ
せ
る
と
約
九
十
ト
ン
(
二

ト
ン
ト
ラ

ッ
ク
四
十
五
台
分
)
に
も

の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
春
に
か
け
て
は
、
道
路

の
凍
結
や
積
雪
が
少
な
く
な
り
道
路

粉
じ
ん
も
さ
ら
に
多
く
な
り
ま
す
。

ま
だ
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
使
用
し
て

い
る
皆
さ
ん
は
、
で
き
る
だ
け
早
く

普
通
タ
イ
ヤ
に
は
き
替
え
、
道
路
の

状
況
に
よ
り
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
使

用
す
る
な
ど
、
道
路
帆
w
t
J九
九
防
止
に



対
象
。
第
三
子
以
降
分
は
、
六
十

二
年
四
月
」
日
現
在
で
満
九
歳
未

遁
F

の
岬
応
也

E
，h
M
叫
川
命
事
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福祉手当制度が改正

だえつ-(13)-一一昭和61年 3月1日 広報

(福祉課福祉係 8②4100内線373・375)

は
月
額
五
千
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

削
申
請
の
方
法

拓
判
!
し
/
、
描
出
m
d
-
Z
E
4
4品
川
の
旧
ん
寄
皐
手

T
巾
ヨ
ド
ぃ

国
民
年
金
法
の
一
部
改
正
が
行
わ

れ
、
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
障
害

基
礎
年
金
制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
成
人
障
害
者
の
皆
さ
ん
の

所
得
保
障
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
ま
す
。

こ
の
改
正
に
あ
わ
せ
、
在
宅
の
重

度
障
害
者
の
皆
き
ん
に
支
給
さ
れ
て

き
た
福
祉
手
当
も
再
編
成
さ
れ
、
二

十
歳
以
上
の
よ
り
重
度
の
在
宅
障
害

者
の
皆
き
ん
に
範
囲
を
限
定
し
て
、

特
別
障
害
者
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
二
十
歳

未
満
の
在
宅
重
度
障
害
児
童
の
皆
さ

ん
に
は
、
今
ま
で
の
福
祉
手
当
と
同

様
の
支
給
要
件
で
、
障
害
児
福
祉
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
今
ま
で
福
祉
手
当
を
支
給

さ
れ
て
い
た
皆
さ
ん
で
障
害
基
礎
年

金
、
ま
た
は
特
別
障
害
者
手
当
の
支

給
対
象
と
な
ら
な
い
皆
さ
ん
に
つ
い

て
は
、
経
過
的
に
福
祉
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象
者
:
・
二
十
歳
以
上
で
、
日

常
生
活
に
常
時
特
別
の
介
護
を
要

す
る
(
国
民
年
金
法
別
表
に
定
め

る
一
級
程
度
の
障
害
が
重
複
す
る

人
、
お
よ
び
こ
れ
と
間
程
度
以
上

の
人
)
在
宅
の
重
度
障
害
者
の
皆

さ
ん
。
な
お
、
病
院
な
ど
へ
の
入

院
が
三
か
月
を
超
え
る
場
合
は
、

受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
受
給
資
格
者
や
扶
養
義
務
者

の
所
得
が
一
定
め
額
を
超
え
る
場

合
に
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

手
当
額
:
・
月
額
二
万
八
百
円

(
予
定
)

支
給
月
・
:
二
・
五
・
八
・
十
一
月
の

四
期
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま

で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
:
・
福
祉
課
で
所
定
の
用
紙
に

よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い

。

支
給
対
象
者
・
:
二
十
歳
未
満
の
在
宅

重
度
障
害
児
童
の
皆
き
ん
。
社
会

福
祉
施
設
入
所
児
童
、
ま
た
は
、

扶
養
義
務
者
な
ど
の
所
得
が
一
定

の
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

手
当
額
・
:
月
額
一
万

一
千
五
百
五
十

円

(
予
定

)

支
給
月
・
:
二

・
五
・

八
・
十
一
月
の

四
期
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま

で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
:
・
福
祉
課
で
所
定
の
用
紙
に

よ
り
申
請
し
て
く
だ
き
い
。
な
お
、

今
ま
で
福
祉
手
当
を
受
け
て
い
た

児
童
で
、
六
十
一
年
三
月
三
十

一

日
現
在
二
十
歳
未
満
の
児
童
は
、

新
た
な
認
定
請
求
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

昔
、
近
占
ノ
イ
キ
に
は
き
者
、
ぇ
退
院
グ

状
況
に
よ
り
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
使

用
す
る
な
ど
、
道
路
粉
ヒ
ん
肋
止
に

御
協
力
を
お
防
明
い
し
ま
す

支
給
対
象
者
:
六
十
-
年
三
月
三
十

一
日
現
在
二
十
歳
以
上
の
福
祉
手

当
受
給
者
の
皆
き
ん
で
、
六
十
一

年
四
月
一
日
に
お
い
て
、
障
害
基

礎
年
金
ま
た
は
特
別
障
害
者
手
当

の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
人

手
当
額
・
:
月
額
一
万

一
千
五
百
五
十

円

戸予
定
ゾ

支
給
月
・
:
ニ
・
五
・
八
・
十
三
月
の

四
期
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま

で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
:・
す
で
に
認
定
を
受
け
て
い

る
た
め
、
新
た
な
認
定
請
求
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

福祉手当受給者

事
成 人

企

障害福祉年金 無年金等 児童

唱...・

特別障害者
特害当該別者手障当

手当該当
.._-

福祉手当受給者と特別障害者手当等受給者

:国

'----v-ーー〈一一一~一一J、一一γー~

年

年礎

年(拠出制

;厚

I障

:(福祉手当相

:特別障;
。害者手:
:当核当 !
、、ーーーーー、，ー一ーー~

年

害
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国
保
財
政
健
全
化
に

国
保
を
支
え
る

保

険

税

皆
さ
ん
が
万
一
、
病
気
や
け
が
を

し
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
と
き
、

そ
の
医
療
費
を
負
担
す
る
の
が
国
民

1人当たり医療費と保険税収入

に二コ1人当た り医療費

1|圃圃 1人当た り保険税収入

御
協
力
を
ガ

健
康
保
険

(国
保
)
の
大
き
な
役
目

で
す
。
こ
の
医
療
費
は
、
皆
さ
ん
方
が
お

医
者
さ
ん
の
窓
口
で
支
払
っ
て
い
た

だ
く
一
部
負
担
金
、
国
か
ら
の
補
助

金
、
そ
し
て
、
皆
さ
ん
に
納
め
て
い

た
だ
く
保
険
税
に
よ

っ
て
賄
わ
れ
て

59 
年度

い
ま
す
。

上
田
市
で
み
た
場
合
、
一
人
当
た

り
の
保
険
税
と
医
療
費
の
負
担
状
況

は
、
左
の
図
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま

す
が
、
保
険
税
は
国
保
を
支
え
る
重

要
な
財
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
国
保
財
政
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
保
険
税
収
入
だ
け
で
は
賄
い
き

れ
ず
に
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

を
う
け
て
運
営
を
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
も
無
制
限
と
い
う
わ
け
に
は
い

か
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

一部負tll金

35，012円

( U?{手1159年度)

国の補助金

49，824円

保
険
税
は
納
期
内
に

58 57 

保
険
J税
怠は
料

56 

「
ふ
だ
ん
健
康
で
、
た
ま
に
し
か

お
医
者
さ
ん
に
か
か
ら
な
い
」
と
い

う
人
に
と
っ
て
、
保
険
税
は
高
い
と

い
う
感
じ
が
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん。

し
か
し
、
昭
和
五
十
九
年
度
に
一
度

も
お
医
者
さ
ん
に
か
か
ら
な
か

っ
た

人
は
、
全
体
の
二
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
で

!T
Jムm
n
Iっ、

ム
人
押
印
八
万
円

lA
川け
降
、
閉
園
悶
障
ム
mw

な
問
題
で
す
し
、
国
保
財
政
の
厳
し

い
状
況
の
中
で、

制
度
の
存
続
さ
え

左
右
し
か
ね
ま
せ
ん
。

ら
の
給
付
を
受
け
て
い
る
わ
け
で
す
。

仮
に
、
一
か
月
入
院
し
そ
の
医
療

費
が
二
十
万
円
だ

っ
た
と
し
た
場
合
、

国
保
が
な
け
れ
ば
全
額
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の

場
合
、
皆
さ
ん
は
三
割
(
退
職
被
保

険
者
な
ど
の
人
は
二
割
、
老
人
保
健

の
人
は
一
日
三
百
円
)
を
支
払
え
ば
、

残
り
は
国
保
が
負
担
し
ま
す
。
ま
た
、

窓
口
で
支
払

っ
た
一
部
負
担
金
が
五

万
一
千
円

(低
所
得
者
の
人
は
三
万

円
)
を
超
え
れ
ば
、
そ
の
超
え
た
分
が

高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
、
皆
さ
ん
は
、

~
か
月

」

p
k
m
草
削
匹
石
川芋
n

-
ζ
!
m
門

へ
ふま

トー、川
弘
、、こ
a
n

ろ
な
事
情
で
、
つ
い
納
め
忘
れ
に
な

っ
て

い
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

か
と
い
っ
て
、
一

部
の
未
納
者
の
た

円
)
あ
れ
ば
安
心
し
て
治
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。
保
険

税
は
、
皆
さ
ん
方
の
万

一の
病
気
や

け
が
に
備
え
て
の
も
の
で
す
か
ら
、

こ
の
意
味
で
一
種
の
安
心
料
と
も
い

う
べ
き
も
の
で
す
。

苦

し

い
国

保

財

政

固
め
補
助
金
削
減
に
伴
う
財
政
圧

迫
と
と
も
に
、
近
年
め
ざ
ま
し
い
医

療
技
術
の
進
歩
な
ど
に
よ
り
、
医
療

費
の
増
加
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
ま
ま
推
移
し
ま
す
と
、
相
互

扶
助
を
目
的
に
し
た
国
保
財
政
は
、

た
い
へ
ん
厳
し
い
も
の
に
な

っ
て
し

ま
い
ま
す
。

医
療
費
な
ど
が
増
、え
る
こ
と
に
よ

っ
て
生
じ
る
不
足
額
に
つ
い
て
は

国
で
は
、
保
険
税
の
値
上
げ
に
よ
っ

て
補
う
よ
う
に
と
指
導
し
て
い
ま
す

が
、
そ
う
す
る
と
毎
年
保
険
税
の
値

上
げ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、

皆
さ
ん
の
負
担
が
さ
ら
に
増
、え
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
市
民
一
人
一
人

の

皆
さ
ん
が
、
各
種
検
診
を
積
極
的
に

受
け
る
な
ど
、
ふ
だ
ん
か
ら
健
康
に

勾
を
つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
最

L

大
切
な
こ
と
で
す
B
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保
険
税
は
納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

保
険
税
は
、
国
保
制
度
を
さ
さ
え

る
重
要
な
財
源
で
す
が
、
こ
の
保
険

税
の
収
納
率
(
課
税
し
た
額
に
対
し

納
付
さ
れ
る
額
)
が
一

O
O
パ
ー
セ

ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
も
、

年
々
低
下
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
保
険
税
の
納
付
を
お
願
い

だえつ

納
付
に
つ
い
て
の

御
相
談
は

保
険
税
は
、
市
県
民
税
な
ど

と
同
様
、
納
め
な
い
で
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

事
情
が
あ
っ
て
保
険
税
を
す

ぐ
に
は
納
め
ら
れ
な
い
と
き
な

ど
は
、
納
期
の
延
長
や
分
割
納

付
と
い
う
方
法
も
あ
り
、
そ
の

御
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

収
税
謀
収
税
係

官
⑫
4
1
0
0

内
線

2
4
3
・2
4
4
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し
た
人
の
中
に
、
納
め
な
い
で
い
る

人
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
相
互
扶
助
、
負
担

の
公
平
と
い
う
面
か
ら
み
て
も
大
き

も
お
医
者
さ
ん
に
か
か
ら
な
か
っ
た

人
は
、
全
体
の
二
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
で

す
か
ら
、

大
部
分
の
人
は
、
国
保
か

な
問
題
で
す
し
、
国
保
財
政
の
厳
し

い
状
況
の
中
で、

制
度
の
存
続
き
え

左
右
し
か
ね
ま
せ
ん
。

も
し
、
一
世
帯
当
た
り
千
円
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
上
田
市

の
国
保
全
体
で
は
、
千
五
百
万
円
も

の
未
納
が
生
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
予
定
し
た
保
険
税
に
こ
れ

だ
け
の
穴
が
あ
く
と
い
う
こ
と
で
す

か
ら
、
財
政
は
苦
し
く
な
り
ま
す
。

保
険
税
は
、
忘
れ
ず
に
納
期
ま
で

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

「厚
給生
付省
ーが
時滞
停納
止者

σ〉、ー
針方

新
聞
の
報
道
に
よ
り
ま
す
と
、
厚

生
省
は
最
近
、
保
険
税
の
滞
納
者
に

対
し
て
、
給
付
を
一
時
停
止
す
る
と

い
う
方
針
を
決
め
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
は
、
滞
納
し
て
い
る
人
に
は

保
険
証
を
交
付
せ
ず
、
代
わ
り
に
「
資

格
証
明
書
」
を
交
付
し
、
お
医
者
さ

ん
に
か
か
る
と
き
は
こ
の
「
資
格
証

明
書
」
を
見
せ
、
か
か
っ
た
医
療
費

の
全
額
を
自
分
で
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

、
と
い
う
も
の
で
す
。
そ

し
て
、
こ
の
と
き
支
払
っ
た
領
収
書

を
市
の
窓
口
へ
提
示
し
滞
納
し
て
い

る
保
険
税
を
納
付
す
れ
ば
、
支
払

っ

た
医
療
費
の
う
ち
自
己
負
担
分
を
差

し
引
い
た
額
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

厚
生
省
と
し
て
は
、
保
険
税
の
収

納
率
が
年
々
下
が
る
事
態
を
重
く
み

て
、
こ
の
よ
う
な
措
置
を
検
討
し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

い
ろ
い

高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す。

こ
う
し
て
、
皆
さ
ん
は
、

一
か
月

に
最
抵
五
万
ご
ナ
円
へ
ま
た
は
三
万

ろ
な
事
情
で
、
つ

い
納
め
忘
れ
に
な

っ
て
い
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
が、

か
と
い
っ
て
、

一
部
の
未
納
者
の
た

め
に
、
負
担
の
公
平
が
損
わ
れ
る
こ

と
も
好
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん。

ネ甫

削笠
I.::>~ 
もれ
る

滞
納
し
て
い
る
人
に
対
す
る
こ
う

し
た
厳
し
い
措
置
と
平
行
し
て
、
厚

生
省
で
は
、
収
納
率
の
低
い
市
町
村

に
対
し
、
補
助
金
の
一
部
を
削
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
ほ
ん
の
一
部
の
滞

納
し
て
い
る
人
の
た
め
に
、
上
田
市

が
当
然
固
か
ら
受
け
る

べ
き
補
助
金

の
何
パ
ー
セ

ン
ト
か
が
削
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
国
保
財

政
は
ま
だ
ま
だ
苦
し
く
な

っ
て
、
こ

の
削
ら
れ
た
補
助
金
分
の
埋
め
合
わ

せ
を
何
か
で
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
再
び
、
負
担
の
公
平
が

損
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
繰
り
返
し
を
し
て
い

く
と
、
国
保
制
度
そ
の
も
の
が
た
い

へ
ん
な
状
態
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
保
険
税

の
完
納
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

犬 主J
切を
な っ

こ't
と て
でい

ずだ
Tご

と
カ~ 1 
長 f
L ， 

相
互
扶
助
の
精
神
で

い
ず
れ
に
し
て
も
、
相
互
扶
助
の

精
神
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
が
国
保

で
す
。

だ
れ
も
が
健
康
で
、
万
一

の
と
き

は
安
心
し
て
お
医
者
き
ん
へ

行
か
れ

る
こ
と
を
続
け
る
た
め
に
も
、
医
療

費
を
大
切
に
使
う
こ
と
と
保
険
税
を

完
納
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
車
の

両
輪
の
よ
う
に
国
保
制
度
に
と

っ
て

最
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

こ
ん
な
と
き
は

御
相
談
を

O
納
税
通
知
書
を
紛
失
ま
た
は
破

っ

っ
て
し
ま

っ
た
と
き

O
保
険
証
を
紛
失
な
ど
し
た
と
き

O
他
の
社
会
保
険
に
加
入
し
た
り
や

め
た
り
し
た
と
き

O
学
生
で
他
市
町
村
へ
転
出
す
る
と

き
な
ど

国
保
に
関
す
る
御
相
談
は
、
次
の

と
こ
ろ

へ
お
願
い
し
ま
す
。

国 !
保 j

有内宮年 j
線線⑫金 i
4 標 i

② 2 1 国 i
080民 ;
710健 ;
1 ・康 ;
1 2 保 :
8 険 :
2 係 :
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電

話

の
A A 
τ量f

ヲ己

えつ

収
税
標
収
税
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
4
3

有
線
②
0
6
9
1

広報

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
る
上

回
電
報
電
話
局
管
内
の
電
話
加
入
権

の
公
売
を
、
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

と
き
・
:
三
月
二
十
五
日

ω午
前
九

時
三
十
分
(
時
間
厳
守
)

受
付
・
:
午
前
九
時
か
ら
同
九
時
三

十
分

と
ニ
ろ
:
・
市
役
所
南
庁
舎
五
階
会
議

室
方
法
・
:
競
争
入
札

号
台
数
・
:
当
日
決
定

山
川
公
売
公
告
の
場
所
:
・
市
役
所
・
市
役

銘

柄

必

m
e
g古
vg前
、

ト
I
J

旧
凶
制
怖
紘
防
軍
昔
、
し
ム
ホ
ザ

三
種
混
岳
予
坊
陵
瞳
廿

.. ~‘記L

2月23目、上田市文化会舘で「外国青年
日本語弁論大会」ガ聞かれまし定。これは、

国際青年年記念事業のーっとして開かれた

もので、県内にお住まいの外国青年竹人の

皆さんが、彼らガ見芝日本の社会を日本語

で発表しまし疋。

入
札
参
加
者
・
:
印
鑑
を
お
持
ち
に
な

り
、
本
人
が
お
い
で
く
だ
さ
い
。

代
理
人
の
場
合
に
は
、
必
ず
本
人

自
筆
の
委
任
状
と
代
理
人
の
印
鑑

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
・
・
・
公
売
当
日
ま
で
に
滞
納
者

が
市
税
な
ど
を
完
納
し
た
場
合
は
、

公
売
を
中
止
し
ま
す
の
で
御
承
知

く
だ
き
い
。

水
環
境
浄
化

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

生
活
環
境
謀

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
0
2

有
線
②
0
6
7
1

配の
i浄市
~ 1じで
iをI;J:
』目
'指汚
bしれ
fての
I ..，進
7家む
1:)童市
、排内

シ水河
y浄川

建
設
工
事
入
札

ポ
ジ
ウ
ム
を
聞
き
ま
す
。

無
料
で
す
。

と
き
・
:
三
月
十
二
日
附
午
後

一
時

三
十
分

と
こ
ろ
:
・
上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー

内

容

O
基
調
講
演

l
信
州
大
学
繊
維
学
部

教
授
・
桜
井
善
雄
さ
ん

0
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
H
H
県

衛
生
公
害
研
究
所
環
境
科
学
部

長
ほ
か
専
門
家
に
よ
る
公
開
討

論
会

入
場
料
は

同
和
問
題
講
演
会

同
和
対
策
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
8
5

有
線
②
0
6
4
1

今
年
は
、
国
際
連
合
が
定
め
た
国

際
平
和
年
で
す
。
地
球
上
の
全
人
類

の
平
和
を
願
つ
た
め
、
「
人
権
の
開
発
・

福
祉
の
発
展
」
を
目
指
す
年
で
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
市
で
は
、
次

の
と
お
り
講
演
会
を
聞
き
ま
す
。
大

勢
の
皆
さ
ん
の
御
聴
講
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

と
き
・
:
三
月
十
一
日

ω午
後
一
時

三
十
分

と
こ
ろ
・
:
上
回
創
造
館
文
化
ホ

l
ル

演
題
・
・
「
同
和
対
策
の
現
状
と
今
後

内
白
湯
徳
町
国
い
K

つ
い

T
、L

明
書

(
加
入
者
に
限
り
ま
す
)

提
出
期
間
・
:
三
月
一
目
的
か
ら
同
三

十
一
日
川
ま
で

講
師
:
・
朝
日
新
聞
社
編
集
委
員

高
木
正
幸
さ
ん

部
落
解
放
基
本
法
制
定
に

市
民
の
力
を

計
量
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

商
工
謀
計
量
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

6
0
3

商
品
の
量
目
に
対
す
る
関
心
を
高

め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
の
調

査
に
よ
り
得
ら
れ
た
各
種
デ
ー
タ
や

意
見
、
苦
情
な
ど
を
今
後
の
計
量
行

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
次
に
よ
り

昭
和
六
十
一
年
度
計
量
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
:
・
食
料
品
関
係
の
販
売
業

を
営
ん
で
い
な
い
、
ま
た
は
こ
れ

に
携
わ
っ
て
い
な
い
市
内
の
家
庭

の
主
婦
で
、
次
の
条
件
に
該
当
す

る
人
①
昼
間
の
会
議
に
出
席
で

き
る
人
(
年
三
回
)
②
過
去
に

計
量
モ
ニ
タ
ー
を
経
験
し
て
い
な

い
人

職
務
内
容
・
・
・
指
定
す
る
期
間
内
に
購

入
し
た
商
品
の
目
方
を
計

っ
て
、

日
誌
に
記
入
し
観
相
告
し
て
い
た
だ

ピ
ン
抜
き
の
道
具
は
だ
れ
に
で
も

簡
単
に
使
え
、
は
じ
め
て
の
人
で
も

一
時
間
ぐ
ら
い
で
四
本
分
の
ピ
ン
を

応
募
期
限
・
:
三
月
三
十
一
日
開

謝
礼
:
・
五
千
円
と
記
念
品

(
検
査

は
か
り
と
分
銅
)

応
募
方
法
:
・
官
製
は
が
き
に
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、

年
齢
、
家
族
構
成
、
電
話
番
号
を

お
書
き
の
う
え
「
干

3
8
6

市

内
大
手
一

l
一一

l
一

六

上

田

市
役
所
商
工
課
計
量
係
」
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一
日
生
活
教
室
に

御
参
加
を

上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

告
(
⑫

8
5
1
7

き
・
:
三
月
十
八
日

ω午
後

一
時

三
十
分
か
ら
同
三
時
三
十
分

と
こ
ろ
:
・
上
回
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー

教
室

テ
l
マ
・
:
「
食
品
の
安
全
性
を
考
え

ヲ

hv
」

講
師
:
・
大
阪
大
学
工
学
部
講
師
・

藤
原
邦
達
き
ん

申
込
先
・
・
・
三
月
十
四
日
幽
ま
で
に
、

市
生
活
環
境
課
宮
⑫

4
1
0
0
内

線
3
0
1
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

と
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地所手
方各空
事支宕
務所の

所・ 2・
上所
国
税市
務役
署所

上市
小役

第 954号ー

三
穐
混
合
予
防
接
種

目
団
凶

保
健
予
防
謀
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

一
月、

二
月
に
続
き
、
三
固
め
の

三
阿
川
出
合
予
防
接
純
を
別
表
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
の
で
、
お
受
け
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
二
期
の
対
象
者

ご

期
終
了
後
、

一
年
以
上
経
過
し
て
い

る
子
供
き
ん
で
、
ま
だ
二
期
の
接
栂

を
受
け
て
い
な
い
人
)
も
お
受
け
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

一
月
一
日
付

け
の
「
広
報
う
え
だ
」
を
御
覧
く
だ

さ
い
。

だえつ-(17)一一昭和61年 3月1日 広報

市
で
は
、
汚
れ
の
進
む
市
内
河
川

の
浄
化
を
目
指
し
て
、
「
家
庭
排
水
浄

化
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
シ
ン

建
設
工
事
入
札

「
参
加
願
」
の
提
出

管
理
課
宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
4
3

昭
和
六
十
一
年
度
、
市
関
係
の
建

設
工
事
指
名
競
争
入
札
に
参
加
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
「
建
設
工
事
参
加
資

格
審
査
申
請
」
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。
次
に
よ
り
、
お
早
め
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
・
・
・
①
建
設
工
事
参
加
資
格

審
査
申
請
書
②
市
税
完
納
証
明

書
③
代
表
者
の
身
分
証
明
書

④
経
営
事
項
審
査
申
請
書
の
写
し

⑤
委
任
状
ま
た
は
社
内
規
則
⑥

建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
加
入
証

と
こ
ろ
・
:
上
田
創
造
館
文
化
ホ

l
ル

演
題
・
:
「
同
和
対
策
の
現
状
と
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
L

明
書

(
加
入
者
に
限
り
ま
す
)

提
出
期
間
:
三
月
一
日

ωか
ら
同
三

十

一
日
川
ま
で

提
出
先
・
・
・
管
理
課
庶
務
係

生
活
環
境
課
公
害
係

宮
⑧
4
1
0
0
内
線
3
0
1

市
で
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ

ん
問
題
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
ス
パ

イ
ク
タ
イ
ヤ
の
は
き
つ
ぶ
し
防
止
を

図
る
た
め
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
ピ

ン
抜
き
場
を
開
設
し
ピ
ン
抜
き
の
道

具
(
軽
自
動
車
、
普
通
自
動
車
専
用
)

を
お
貸
し
し
ま
す
。

60年度(後期)三種混合予防接種目程表

ヨt..エ 場 名 l?i; 対象地区
上(田市市役所保南健庁セ舎ン2階タ)ー 月3 

中央地区

西部地区
12 
神科地区

上野が丘公民館
日
(水) 豊殿地区

上(田市市役所保南健庁セ舎ンター 3 
北部地区

211皆) 月 南部地区

塩田母子健康センター
13 
塩田地区日

神川地区公民館 (本) 神川地区

上(回市市役所保南健庁セ舎ンター 3 
東部地区

2階)
月 塩尻地区

14 城下地区

好 町 乙zz〉、 官官
日
泉田地半区七回
の過

川西社会福祉センター 3 川西地区
月
川辺地区18 

}II 辺 町 ~ 官官 日
泉福団田地・吉区の田

(火)

4 
東部・南部・

上田市保健センター
月 中央・北部・

(予備日)
8 西部・塩尻・
日 神科・神川・
(火)
豊殿地区

"白9白。域下イ11辺。上田市保健センター 泉田jj_回
(予備日)

|川西地区

※時間は、各会場とも午後 1時30分から
2時30分までです。
※駐車場が狭いので、車での来庁はなる

べく御遠慮ください。

き日 入
ま誌し
すにた
輔記商

入品
しの
報目
告方
しを
て計
い っ

たて

ピ
ン
抜
き
の
道
具
は
だ
れ
に
で
も

簡
単
に
使
、ぇ
、
は
じ
め
て
の
人
で
も

一
時
間
く
ら
い
で
四
本
分
の
ピ
ン
を

抜
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

御
希
望
の

皆
さ
ん
は
、
期
間
中
、
直
接
会
場

へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き
:
・
三
月
九
日
間
か
ら
同
十
六

白
川
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

と
こ
ろ
・
:
上
回
公
園
前
観
光
会
館
裏

駐
車
場

(案
内
図
参
照
)

※
な
お
、
ピ
ン
抜
き
場
開
設
期
間
外

に
も
道
具
の
貸
し
出
し
を
し
ま
す
の

で
、
御
希
望
の
皆
さ
ん
は
生
活
環
境

課
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

入口

国
上
回
公
園

~\線

3 
0 
1 
~ 

お 1

申!
し(
込
み
〈
fこ、

き l

令暴力三ない運動、に御協力を
上岡市暴力追放会議

上田市から暴力を追放するため、 ホ暴力三ない運

動山に御協力ください

O暴力やいやがらせを見たとき、被害を'受けたと

きは、勇気を出して110番通報する。

0債権の取り立てや商売上のもめごとに暴力団を
利用しない向

。暴力団が用七、俸などを申し込んできてもHi否するョ

.P""'ψ ♂♂社会保険出張相談日九作九や

(3月〕
(第1火曜日 4日
第 3火曜日 18日

会場・一松尾工業株式会社(川辺町)

(第2火曜日 11日
第 4火曜日 25日

会場・・・上回商工会議所(大手町)

0各会場とも午前10時~午後 3時

0お問い合わせ…上回商工会議所宮⑫4500
石'-!./下、:，..-'"、.:/ト、ν々、、"""レ〆ト、レ守、、..:/<'吋U々、、:/."、~""-!/ト、~干喧~、=----、主J・

合千幽川左岸地区

食千曲川右岸地区
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別
所
温
泉
森
林
公
園
の

嘱
託
職
員
を
募
集

上
田
市
森
林
組
合
事
務
所

宮
(
⑫

8
2
6
6

有
線
②
0
7
5
1

上
田
市
森
林
組
合
で
は
、
別
所
温

泉
森
林
公
園
の
嘱
託
職
員
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
・
・
・
男
子
若
干
名

年
齢
・
:
五
十
六
歳
か
ら
六
十
四
歳

えつ広報

額器調思議謹
忘れずに保険料の申告を

所得税の申告時期になりましたが、すでに納めた国

貯金の保険料は、「社会保険料控除」として所得額か

ら差し引かれることになっています。

①60年4月に完納した人 控除額…78，930円
@各期別ごと61年 1月まで完納した人

控除額...79，840円

!内にお住ま

130歳未満の

教養講座の

ま
で
で
、
各
企
業
な
ど
の
定
年
者

採
用
条
件
・
:
市
内
に
住
居
の
あ
る
人

で
、
大
型
自
動
車
免
許
を
お
持
ち

の
人
。
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

業
務
の
内
容
・
・
・
森
林
公
園
の
管
理
全

凡又
内
州
内

待
遇
:
・
日
額
五
千
円
く
ら
い
、
通

勤
手
当
支
給
、
自
動
車
を
運
転
し

た
場
合
に
は
別
に
運
転
手
当
支
給
、

そ
の
他
規
定
に
よ
り
ま
す
。

申
込
期
限
・
・
・
三
月
十
日
間

申
込
場
所
・
・
・
市
農
林
課
内
上
田
市
森

林
組
合
事
務
所
ま
た
は
上
回
公
共

職
業
安
定
所
宮
⑫
6
3
6
3

③付加年金を納めた人

控除額・・-①の人は4，680円を加算
②の人は納めた月数X400円を加算

また、年度途中、端数月保険料を納めた人も申告し

て(ださい。

:交流できる

くだきい

し、定員に

ます。

(開館時間

時)へ必ず

し込み くだ

県
営
住
宅
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

上
小
地
方
事
務
所
建
築
課

宮
⑮
1
2
6
0
内
線
3
0
4

構募
K 造三温集
か規戸泉団
ら模 土地

K 簡〔別
B 易 相モ所
耐話回

生届地

家芙大
建字字
て 岡別
二)所

御注意ください

保険料の納め忘れ
昭和60年度最後の国民年金保険料(第6期)は、支払
いi斉みでし ょうか。

納め忘れのある人は、お早めに完納されるようお願

いします。将来、確実に年金を受けるためには月々の

保険料をき ちんと納めることが必要です。この機会に

ー度お確かめくださし、。

年金で豊かな老後の基礎作り

産直デー〉〈第59回
申募
地込一集
方受日期
事付(刈間
務・
所お三
建問月
築い一
課合日
わ仕)
せか
ら
上同
小十

し
て
、
長
野
県
工
業
技
術
大
学
校
で

は
、
今
年
も
二
十
九
の
コ

l
ス
で
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。
市
内
で
も
、

信
州
大
学
繊
維
学
部
で
長
期
技
術
者

研
修
コ

l
ス
(
機
械
工
学
科
、
夜
間
)

が
開
講
き
れ
ま
す
。
御
希
望
の
皆
さ

ん
は
、
御
応
募
く
だ
さ
い
。

対
象
者
・
:
二
年
程
度
の
実
務
経
験
者

期
間
:
・
五
月
か
ら
来
年
二
月
ま
で

定
員
:
・
三
十
名

申
込
期
限
・
・
・
四
月
十
九
日
出

申
込
先
:
・
干

3
8
0

長
野
市
県
町

五

八

四

県

経

営

者

協

会

内

県

工
業
技
術
大
学
校
講
座
事
務
局

工
業
技
術
大
学
校
の

受
講
生
を
募
集

県
工
業
技
術
大
学
校
講
座
事
務
局

宮

0
2
6
2
⑮
5
4
5
5

技
術
系
人
材
の
能
力
開
発
を
目
指

280円

450円

100円

3月15日仕)

品目①大型冷凍寒さぱ

②大型船凍いか

③生干し身欠きにしん

取り扱い庖・・・市内産直協力庖

〈生活環境課生活係官⑫4100内線301>

1尾

2/、ィ

100g 
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h勤労青少年ホーム可教養講座に御参加を

和裁教室で学ぶ

講座名 日韮 日 定員 時 間 期 間

月コース 24 
午後

4月-9月
6 :00-8 :00 

料理教室
午後

4月一 9月火コース 24 
6 :00-8 :00 

水コース
午後

4月-9月24 
6 :30-8 :00 

月コース
午後

4月一9月12 
6 :30-8 :30 

茶道教室
午後

火コース 12 4月-9月
6 : 30-8 : 30 

水コース 12 
午後 4月-6月

着付教室
6 :30-8 : 30 12回

金コース 12 
午後 4月-6月

6 :30-8 :30 12回

絵画教室 火コース 20 
午後

4月-9月
6 :30-8 :30 

午後 4月一 9月
木彫教室 水コース 20 第 ~ 7}:.B誕日6 :30-8 :30 第 4

書道教室 金コース 20 
午後

4月-9月
6 :30-8 :30 

和裁教室 火コース 10 
午後

4月-9月
6 :30-8 :30 

手編教室 金コース 10 
午後

4月-9月
6 :30-8 :30 

琴教室 水コース 5 午6後:30-9 :00 年間

勤労青少年ホームでは、市内にお住ま

いか市内の事業所に勤務する30歳未満σ)

皆さんを対象に、次のと おり教養講座め

受講者を募集します。

趣味を広げ¥働く若い仲間と交流で与る

よい機会です。ふるって御参加ください。

申込期限...3月28日倒。ただし、定員に

なり次第締め切 ります。

申込場所・・・勤労青少年ホーム (開館時間

は午後 1時~同 9時)へ必ず

来館のうえ、お申し込みくだ

きい。

お問い合わせ・・・上田市勤労青少年ホーム

E⑫7117 

費 用 イ精 考

受講料2，000円(半年)、
家庭料理

材料費月額1，000円

受講料2，000円(半年)、
家庭料理

材料費月額1，000円

受講料2，000円(半年)、
家庭料理

材料費月額1，000円

受講料3，000円(半年)、
裏千家

材料費月額500円

受講料3，000円(半年)、
江戸千家

材料費月額500円

受講料2，000円、
道具を使用しない

テキスト代400円

受講料2，000円、
道具を使用しない

テキストイ-t400円
一

受講料1，500円(半年) 油絵、水彩画

一

受講料1，500円(半年) 農民美術

一
受講料2，000円、

材料費月額500円
ーー一ー

受講料月額1，500円

ーー-

受講料月額1，500円
一ー-

受講料月額2，500円 山田流
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(
一
月
三
十
一
日
現
紅

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

石
田
か
ね
さ
ん

(
中
央
五
)

小
林
た
け
さ
ん

(
踏
入
二
)

上
原
正
雄
さ
ん

(

中

央

二

松

尾

町

古

平

辰

蔵

さ

ん

院

内

藤
升
も
も
よ
さ
ん
諏
訪
形

小

林

甫

さ

ん

奈

良

尾

長

谷

川

忠

夫

さ

ん

築

地

飯

島

俊

治

さ

ん

福

田

大

津

和

夫

さ

ん

川

辺

町

倉

島

三

四

十

さ

ん

野

竹

大
井
は
る
の
さ
ん
下
室
賀

長
谷
川
よ
し
を
さ
ん
五
加

泉

い

し

北

さ

ん

岡

村
瀬
節
子
さ
ん

号

(

緑

が

丘

三

)
緑
が
丘
北

仰

木

藤

つ

ぎ

さ

ん

浦

野

第

商

事

F
ケ

ジ

さ

ん

鎧

戸
下
房
山

え

E沓

つ広報月16日

~11番16号)

一ー
ーミ

入

ヂ
林
七
郎
さ
ん

飯
島
京
平
さ
ん

(
中
央
六
)
上
鍛
冶
町

中

村

千

佐

喜

さ

ん

新

町

甲

田

喜

義

さ

ん

五

加

宮
坂

t
る

さ

ん

院

内

秤

藤

贋

安

さ

ん

山

田

石

井

袈

裟

春

さ

ん

保

野

筆

村

せ

へ

き

ん

中

組

遠
藤
正
子
さ
ん

(
緑
が
丘
一
)
緑
が
丘

小

林

崎

す

の

さ

ん

中

村

田
村
み
や
さ
ん

(
常
磐
城
六
)
常
磐
町

砥
石
巻
め
さ
ん

(
緑
が
丘
二
)
緑
が
丘
西

宮
原
大
正
治
さ
ん

(
中
央
東
)
上
川
原
柳
町

泉

巽

さ

ん

川

辺

町

酒
井
勝
平
さ
ん

(
天
神
四
)
南
天
神
町

筆

村

の

泌

さ

ん

中

組

堀

部

あ

き

の

さ

ん

浦

野

芳

池

謹

一

郎

さ

ん

石

神

中

島

み

ち

子

さ

ん

秋

和

矢

島

真

治

さ

ん

秋

和

村
田
千
代
さ
ん

(
天
神
四
)

中
国
鉄
也
さ
ん

成
津
り
っ
き
ん

細
目
増
雄
さ
ん

八七九七七七七七八七八九七
三七 O 九六 O 一五三二七

岩
南
天
神
町

下

郷
野

竹

み
す
ず
台
南

品
慌
m
ド

納

刷

W
門

、-、
ノ
」
ノ

山
崎
英
一
半
さ
ん
山

山
浦
真

一

さ

ん

国

小
田
中

Z
1
4
よ
し
さ
ん
吉

海

老

正

さ

ん

倉

岩
下
喜
代
さ
ん

(
常
国
三
)

峰
村
佐
熊
さ
ん

池
田
哲
夫
さ
ん

田
中
正
助
さ
ん

清
水
玲
子
さ
ん

(
中
央
四
)

高
橋
海
子
さ
ん

(
緑
が
丘
二

若
林
ま
き
み
さ
ん

古
平
け
さ
チ
さ
ん

手
塚
三
島
さ
ん

武
井
上
mt
め
さ
ん

吉
津
ひ
ろ
せ
さ
ん

小
田
切
み
ち
さ
ん

坂
口
今
朝
七
さ
ん

竹
内
園
雄
さ
ん

中

村

盈

さ

ん

(
大
手
二
)

平
林
ふ
じ
ゑ
さ
ん

川
口
ハ
ル
さ
ん

(
緑
が
丘
一
)

金
子
モ
ン
さ
ん

高
井
幸
平
さ
ん

大
瀧
敏
雄
さ
ん

久
保
田
淑
恵
さ
ん

瀧
漆
万
太
郎
さ
ん

回附

-F
申
。
品
別

t
、y
ん

八七八八七七七
六一一七三八八

四
二
八
六

八八
八

八七七
九
八
九
八
三
八
一
七
六
七
九

八七八一八
二三六 六 四

下西中北
之tIl-f'常
条竹組田

丸
堀
町

新

屋

上
室
賀

分

去
院

内
大

屋

院

内
千
曲
町

伊
勢
山

保

野
大
手
町

越

戸

新

屋

中

村

長

島
川
辺
町

岩

門

筑

木

出

岨

， ， 

升田分口

七八一八
一八六三

八七
ーヒ7し

(天
神
四
)

花
岡
年
尾
さ
ん

(
中
央
四
)

山
崎
通
玄
さ
ん

金
津
敏
雄
さ
ん

児
玉
す
江
さ
ん

吉
見

t
ふ
井
さ
ん

小
泉
延
雄
さ
ん

小

林

光

さ

ん

北
津
政
富
さ
ん

中
村
文
衛
さ
ん

細
谷
た
か
江
さ
ん

深
石
き
ち
よ
さ
ん

藤
沢
義
清
さ
ん

(
踏
入
二
)

辰
野
幹
子
さ
ん

春
原
き
美
よ
さ
ん

滝
津
泰
三
さ
ん

桑
原
祐
次
郎
さ
ん

(中
央
四
)

佐
野
ミ
ツ
さ
ん

(
中
央
一
二
)
横

町

林
ち
と
せ
さ
ん
上
川
原
柳
町

倉

沢

教

さ

ん

院

内

水

沢

宗

雄

さ

ん

仁

古

田

塚

原

友

義

さ

ん

伊

勢

山

浦
漂
絹
子
さ
ん

(
大
手
二

箱
山
歳
松
さ
ん

水
野
勝
亥
さ
ん

鎌
形
英
こ
さ
ん

ル
十
八
鍋
民
4
高
目
司
剛
，
身
A

、』t
九

南
天
神
町

木

町

東
前
山

鈴

子
下
之
郷

東
築
地

小

泉

上
本
郷

土
室
行
(

黒

坪
長

島

漆

戸

八
五
八
九
五
三
七
二

五
O

七
五
七
九
七
六
八
二
八
三
八
八
七
六
八

O
七
八

踏

入

倉

升

東
築
地

東
前
山

丸
堀
町

八 五 七八八
二O三九七三

末
広
町

大

屋
下
室
町

千
曲
町

(
常
磐
城
二

土
屋

τる
さ
ん

高

田

勝

さ

ん

(
中
央
東
)
上
川
原
柳
町

荒
木
三
千
夫
さ
ん
怖
が
丘

滝

津

や

す

さ

ん

神

畑

箱

山

勝

さ

ん

院

内

坂

固

ま

つ

の

さ

ん

柳

沢

窪
田
せ
つ
子
さ
ん

(
中
央
二

八八五六七七八七七八七七
三三一一九四八四五四六

七
九
五
O
九
三
七
二

i¥. 七七八六八
五七一九八

八五七七
四O七八

みんなそろって投票しましょう

陸軍事罰ZE寝室ヨ
商

脇
伊
勢
山

鷹
匠
町

八七
O 六

七八八三八
八四九四四

五
六

棄権しない3月23日は、上田市長選挙です。

で必ず投票するようにしましょう。


	昭61年01月01日0950号01
	昭61年01月01日0950号02
	昭61年01月01日0950号03
	昭61年01月01日0950号04
	昭61年01月01日0950号05
	昭61年01月01日0950号06
	昭61年01月01日0950号07
	昭61年01月01日0950号08
	昭61年01月16日0951号01
	昭61年01月16日0951号02
	昭61年01月16日0951号03
	昭61年01月16日0951号04
	昭61年01月16日0951号05
	昭61年01月16日0951号06
	昭61年01月16日0951号07
	昭61年01月16日0951号08
	昭61年02月01日0952号01
	昭61年02月01日0952号02
	昭61年02月01日0952号03
	昭61年02月01日0952号04
	昭61年02月01日0952号05
	昭61年02月01日0952号06
	昭61年02月01日0952号07
	昭61年02月01日0952号08
	昭61年02月01日0952号09
	昭61年02月01日0952号10
	昭61年02月01日0952号11
	昭61年02月01日0952号12
	昭61年02月16日0953号01
	昭61年02月16日0953号02
	昭61年02月16日0953号03
	昭61年02月16日0953号04
	昭61年02月16日0953号05
	昭61年02月16日0953号06
	昭61年02月16日0953号07
	昭61年02月16日0953号08
	昭61年02月16日0953号09
	昭61年02月16日0953号10
	昭61年02月16日0953号11
	昭61年02月16日0953号12
	昭61年03月01日0954号01
	昭61年03月01日0954号02
	昭61年03月01日0954号03
	昭61年03月01日0954号04
	昭61年03月01日0954号05
	昭61年03月01日0954号06
	昭61年03月01日0954号07
	昭61年03月01日0954号08
	昭61年03月01日0954号09
	昭61年03月01日0954号10
	昭61年03月01日0954号11
	昭61年03月01日0954号12
	昭61年03月01日0954号13
	昭61年03月01日0954号14
	昭61年03月01日0954号15
	昭61年03月01日0954号16
	昭61年03月01日0954号17
	昭61年03月01日0954号18
	昭61年03月01日0954号19
	昭61年03月01日0954号20
	昭61年03月16日0955号01
	昭61年03月16日0955号02
	昭61年03月16日0955号03
	昭61年03月16日0955号04
	昭61年03月16日0955号05
	昭61年03月16日0955号06
	昭61年03月16日0955号07
	昭61年03月16日0955号08
	昭61年03月16日0955号09
	昭61年03月16日0955号10
	昭61年03月16日0955号11
	昭61年03月16日0955号12
	昭61年04月01日0956号01
	昭61年04月01日0956号02
	昭61年04月01日0956号03
	昭61年04月01日0956号04
	昭61年04月01日0956号05
	昭61年04月01日0956号06
	昭61年04月01日0956号07
	昭61年04月01日0956号08
	昭61年04月01日0956号09
	昭61年04月01日0956号10
	昭61年04月01日0956号11
	昭61年04月01日0956号12
	昭61年04月16日0957号01
	昭61年04月16日0957号02
	昭61年04月16日0957号03
	昭61年04月16日0957号04
	昭61年04月16日0957号05
	昭61年04月16日0957号06
	昭61年04月16日0957号07
	昭61年04月16日0957号08
	昭61年04月16日0957号09
	昭61年04月16日0957号10
	昭61年04月16日0957号11
	昭61年04月16日0957号12
	昭61年04月16日0957号13
	昭61年04月16日0957号14
	昭61年04月16日0957号15
	昭61年04月16日0957号16
	昭61年05月01日0958号01
	昭61年05月01日0958号02
	昭61年05月01日0958号03
	昭61年05月01日0958号04
	昭61年05月01日0958号05
	昭61年05月01日0958号06
	昭61年05月01日0958号07
	昭61年05月01日0958号08
	昭61年05月01日0958号09
	昭61年05月01日0958号10
	昭61年05月01日0958号11
	昭61年05月01日0958号12
	昭61年05月01日0958号13
	昭61年05月01日0958号14
	昭61年05月01日0958号15
	昭61年05月01日0958号16
	昭61年05月16日0959号01
	昭61年05月16日0959号02
	昭61年05月16日0959号03
	昭61年05月16日0959号04
	昭61年05月16日0959号05
	昭61年05月16日0959号06
	昭61年05月16日0959号07
	昭61年05月16日0959号08
	昭61年05月16日0959号09
	昭61年05月16日0959号10
	昭61年05月16日0959号11
	昭61年05月16日0959号12
	昭61年05月16日0959号13
	昭61年05月16日0959号14
	昭61年06月01日0960号01
	昭61年06月01日0960号02
	昭61年06月01日0960号03
	昭61年06月01日0960号04
	昭61年06月01日0960号05
	昭61年06月01日0960号06
	昭61年06月01日0960号07
	昭61年06月01日0960号08
	昭61年06月01日0960号09
	昭61年06月01日0960号10
	昭61年06月01日0960号11
	昭61年06月01日0960号12
	昭61年06月01日0960号13
	昭61年06月01日0960号14
	昭61年06月16日0961号01
	昭61年06月16日0961号02
	昭61年06月16日0961号03
	昭61年06月16日0961号04
	昭61年06月16日0961号05
	昭61年06月16日0961号06
	昭61年06月16日0961号07
	昭61年06月16日0961号08
	昭61年06月16日0961号09
	昭61年06月16日0961号10
	昭61年06月16日0961号11
	昭61年06月16日0961号12
	昭61年06月16日0961号13
	昭61年06月16日0961号14
	昭61年07月01日0962号01
	昭61年07月01日0962号02
	昭61年07月01日0962号03
	昭61年07月01日0962号04
	昭61年07月01日0962号05
	昭61年07月01日0962号06
	昭61年07月01日0962号07
	昭61年07月01日0962号08
	昭61年07月01日0962号09
	昭61年07月01日0962号10
	昭61年07月01日0962号11
	昭61年07月01日0962号12
	昭61年07月16日0963号01
	昭61年07月16日0963号02
	昭61年07月16日0963号03
	昭61年07月16日0963号04
	昭61年07月16日0963号05
	昭61年07月16日0963号06
	昭61年07月16日0963号07
	昭61年07月16日0963号08
	昭61年07月16日0963号09
	昭61年07月16日0963号10
	昭61年07月16日0963号11
	昭61年07月16日0963号12
	昭61年07月16日0963号13
	昭61年07月16日0963号14
	昭61年07月16日0963号15
	昭61年07月16日0963号16
	昭61年08月01日0964号01
	昭61年08月01日0964号02
	昭61年08月01日0964号03
	昭61年08月01日0964号04
	昭61年08月01日0964号05
	昭61年08月01日0964号06
	昭61年08月01日0964号07
	昭61年08月01日0964号08
	昭61年08月01日0964号09
	昭61年08月01日0964号10
	昭61年08月16日0965号01
	昭61年08月16日0965号02
	昭61年08月16日0965号03
	昭61年08月16日0965号04
	昭61年08月16日0965号05
	昭61年08月16日0965号06
	昭61年08月16日0965号07
	昭61年08月16日0965号08
	昭61年08月16日0965号09
	昭61年08月16日0965号10
	昭61年08月16日0965号11
	昭61年08月16日0965号12
	昭61年09月01日0966号01
	昭61年09月01日0966号02
	昭61年09月01日0966号03
	昭61年09月01日0966号04
	昭61年09月01日0966号05
	昭61年09月01日0966号06
	昭61年09月01日0966号07
	昭61年09月01日0966号08
	昭61年09月01日0966号09
	昭61年09月01日0966号10
	昭61年09月01日0966号11
	昭61年09月01日0966号12
	昭61年09月01日0966号13
	昭61年09月01日0966号14
	昭61年09月16日0967号01
	昭61年09月16日0967号02
	昭61年09月16日0967号03
	昭61年09月16日0967号04
	昭61年09月16日0967号05
	昭61年09月16日0967号06
	昭61年09月16日0967号07
	昭61年09月16日0967号08
	昭61年09月16日0967号09
	昭61年09月16日0967号10
	昭61年09月16日0967号11
	昭61年09月16日0967号12
	昭61年10月01日0968号01
	昭61年10月01日0968号02
	昭61年10月01日0968号03
	昭61年10月01日0968号04
	昭61年10月01日0968号05
	昭61年10月01日0968号06
	昭61年10月01日0968号07
	昭61年10月01日0968号08
	昭61年10月01日0968号09
	昭61年10月01日0968号10
	昭61年10月01日0968号11
	昭61年10月01日0968号12
	昭61年10月01日0968号13
	昭61年10月01日0968号14
	昭61年10月16日0969号01
	昭61年10月16日0969号02
	昭61年10月16日0969号03
	昭61年10月16日0969号04
	昭61年10月16日0969号05
	昭61年10月16日0969号06
	昭61年10月16日0969号07
	昭61年10月16日0969号08
	昭61年10月16日0969号09
	昭61年10月16日0969号10
	昭61年10月16日0969号11
	昭61年10月16日0969号12
	昭61年11月01日0970号01
	昭61年11月01日0970号02
	昭61年11月01日0970号03
	昭61年11月01日0970号04
	昭61年11月01日0970号05
	昭61年11月01日0970号06
	昭61年11月01日0970号07
	昭61年11月01日0970号08
	昭61年11月01日0970号09
	昭61年11月01日0970号10
	昭61年11月01日0970号11
	昭61年11月01日0970号12
	昭61年11月16日0971号01
	昭61年11月16日0971号02
	昭61年11月16日0971号03
	昭61年11月16日0971号04
	昭61年11月16日0971号05
	昭61年11月16日0971号06
	昭61年11月16日0971号07
	昭61年11月16日0971号08
	昭61年11月16日0971号09
	昭61年11月16日0971号10
	昭61年11月16日0971号11
	昭61年11月16日0971号12
	昭61年12月01日0972号01
	昭61年12月01日0972号02
	昭61年12月01日0972号03
	昭61年12月01日0972号04
	昭61年12月01日0972号05
	昭61年12月01日0972号06
	昭61年12月01日0972号07
	昭61年12月01日0972号08
	昭61年12月01日0972号09
	昭61年12月01日0972号10
	昭61年12月01日0972号11
	昭61年12月01日0972号12
	昭61年12月01日0972号13
	昭61年12月01日0972号14
	昭61年12月16日0973号01
	昭61年12月16日0973号02
	昭61年12月16日0973号03
	昭61年12月16日0973号04
	昭61年12月16日0973号05
	昭61年12月16日0973号06
	昭61年12月16日0973号07
	昭61年12月16日0973号08
	昭61年12月16日0973号09
	昭61年12月16日0973号10
	昭61年12月16日0973号11
	昭61年12月16日0973号12
	昭61年12月16日0973号13
	昭61年12月16日0973号14

